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ごあいさつ

平成2年度における千葉県立美術館活動の実績を年報として

まとめました。

本館は,昭和49年の開館以来の運営方針であります“みる・

かたる・つくる、を基本として,総合的に展開して,県民の美

術的要請にこたえるよう努めております。

本年度も,地域に密着した美術館として,房総ゆかりの日本

画家である有井林響を中心とした「石井林轡をめぐる画家た

ち」,あるいは書家の「鈴木方鶴展」を開催し,その業績を顕彰

しました。また同時に,国際的視野に立って,外国の優れた美

術作品を鑑賞する機会として, 「マリー・ローランサン」の開

催,更には全国的な公募展として,昭和58年度第1国展に引き

続き「第2回浅井忠記念賞展」を実施しました。

一方,本館が収蔵する作品の展示については,一層の充実,

強化に努め,常設展を5期にれたりテーマ別に開催するととも

に,館外における移動美術館展も2地域で実施しました。

また、美術についての理解を深め,作品鑑賞の一助とするた

め,特別展,企画展に関連づけて美術講演会を開催するととも

に,美術の各分野にわたる実技講座も実施し,増加の一途をた

どる県民の美術創作への意欲に対応してまいりました。

さらに,本館が収蔵すべき作品の収集については,既に策定

されている基本方針に基づき,作家や所蔵家の協力を得つつ,

コレクションの体系化とその充実化を図りました。

今後とも,関係諸機関及び各団体並びに県民の皆様の御指導

と御支援をお願いいたします。

平成3年4月

千葉県立美術館長

福 田 誠

一
門音岳雪



沿 革

千葉県立美術館は,昭和43年にまとめられた県立博

物館設置楠恋に基づき建設計画をすすめ,昭和48年4

月教育庁文化課に美術館準備班を置き,開館事務に当

たった。同49年3月第1期工事の展示棟が完成し, 4

月l日千葉県立美術館として機関設置し, 10月23日開

館式を挙げ,一般公開を始めた。同51年2月に第2期

工事の管理棟が,同55年2月に第3期工事の県民アト

リエ棟,更に同63年8月に増築工事の展示棟及び収蔵

庫が完成した。

昭和44年12月9日

昭和45隼l月19日

昭和45年7月24日

昭和45年11月12日

昭和46年3月31日

昭和46年6月24日

昭和47二年1月5日

昭和47年3月31日

昭和47隼7月31日

昭和47年9月21日

昭和47年10月13日

昭和47年12月10 「す

昭和48年4月1日

昭和48年11月30「丁

昭和49年3月31「J

昭和49年4月l日

昭和49隼10月23 「「

昭和49年10月24口

第1回千葉県立美術館建設懇談会

が開かれる(委員15名)

県立美術館建設の請願書が2月県

議会で採択される

建設地として千葉公園に内定する

第1回美術館設置準備専門委員会

が開かれる(委員10名)

干葉公園内の美術館基本構想なる

体育館移転問題等で千葉公園内建

設が不可能となる

代案として千葉市中央港埋立地が

提示される

建設地を千葉市中央港の埋立地に

決定し,使用について開発庁長と

教育長で覚書を交換する

基本設計完了する(株式会社大高

建築設計事務所)

展示棟 第1期工事の実施設計完

了する

展示棟杭工事着工

展示棟建築工事請負契約議案可決

される

展示棟建築工事着工(監理・大高

建築設計事務所,施工・株式会社

竹中工務店)

文化課に美術館準備上座を置き,開

館事務に当たる

管理棟(第2期工事)の実施設計

完了する

展示棟建築工事竣工

千葉県立美術館発足する

(職員14名)

開館記念式典を行う

開館記念展「千葉県美術展覧会」を

開催 一般公開を始める

昭和50年2月21日

昭利50年3月13日

昭和50年3月16日

昭和51年2月20口

昭和51年3月2口

昭和51年6月7日

昭和52年3月12口

昭和52年4月10日

昭和53年1月18日

昭和53年2月21日

昭和53年10月17「l

昭和53年11月18日

昭和53年11月30日

昭和54年1月8日

昭和54年3月5日

昭和54年3月22日

昭和55年2月29日

昭和55年3月16日

昭和55年4月1日

昭和55年9月9日

昭和58年7月29日

昭利58年11月12日

昭和61年3月25日

昭和61年4月10日

昭和61年4月23日

昭和61年8月12日

昭利62年3月25目

ー
2
喜

管理棟杭工事着工

管理棟建築工事請負契約議案可決

される

管理棟建築工事着工(監理・大高

建築設計事務所,施工・株式会社

竹中工務店)

管理棟建築工事竣」二

管理棟完成記念特別展「浅井忠と

その師弟展」を開催する

寄附によって,正面玄関に植栽を

イ了う

I彰刻の屋外展示をはじめる

展示棟の一室に美術普及室を開設

する

外構二工事として,駐車場が拡張さ

れ, 100台の収容とをる

美術普及棟の準備会が発足する

債務負担行為によって美術普及棟

建築予算がつく

浅井忠像 完成除幕式

美術普及棟実施設計完了する

美術普及棟を県民アトリエ棟と改

称する

県民アトリエ棟建築工事請負契約

議案可決される

県民アトリエ棟建築工事着工

(監理・大高建築設計事務所,施

工・株式会社竹中工務店)

県民アトi)エ棟建築工事竣工

県民アトリエ棟完成記念講演会

千葉県美術品取得基金条例施行さ

れる

県民アトリエ棟情報資料室を開設

する

美術普及コーナーを開設する

開館10周年と県展開催35周年を記

念した記念碑を建立する

展示棟,収蔵庫,機械室増築工事

設計料の予算化

入口門扉4ヶ所設置

美術館西側沿道寄りの生車植栽

講堂浸水防止工事

機械室増築基本設計及び展示棟,

収蔵庫,機械室増築工事実施設計

完了する

昭

昭フ

昭

昭

ヽiプ



平成2年度美術館誌

昭和62年10月15日

帯封設

悠長さ

る

及棟

施

昭和63年5月20ii

昭和63隼8・月31しJ

昭和63年8月31日

平成元年2月28し」

平成元年4月1日

平成元年4月20日

平成元年9月11しI

平成2年9月29日

平成2年11月7日

平成3年1月31日

平成3年2月20日

展示棟,収蔵庫,機械室増築工事

着工(監理・大高建築設計事務所,

施工・株式会社竹中工務店)

受水槽設備改修工事(地上式)着

二工

受水槽設備改修工事(地上式)竣

ユニ

展示棟,収蔵庫,機械室増築工事

竣二十

増築展示棟周辺芝張工事竣工

普及課が新設され, 3課となる

開館15周年記念特別展「房総と近

代美術」を開催する

空調機改修工事実施設計完了する

収蔵庫(1 ・ 2)冷凍機改修工事

着工

案内標識改修工事完工

収蔵庫(l ・ 2)冷凍機改修工事

竣工

案内標識改修工事竣工

-
3

4月1日 辞令交付

常設収蔵作品展第I期(7月15日まで)

5月8日 洋画講座1 (5月24日まで 日数10日)

23自 販画講座l (6月8日まで 日数12日)

6月9臼 特別展「石井林響をめく、’る画家たち」 (7

月15日まで)

12日 陶芸講座1 (9月14日まで 日数9日)

16日 第1回美術講演会

19日 日本画講座 (7月6日まで 日数12日)

7月7日 第2回美術講演会

17日 常設収蔵作品展第Iエ期 (9月9日まで)

8月7日 第1回美術館調査研究員会議

28日 洋画講座2 (9月9日まで 日数10日)

9月13日 企画展「鈴木方鶴展」 (10月14日まで)

18口 外構整備検討委員会

19日 書芸講座1 (9月22日まで 日数3日)

22日 第3回美術講演会

10月23日 陶芸講座2 (1月11日まで 日数9日)

25口 外構整備検討委員会

11月3日 彫刻講座 (11月23日まで 日数9日)

14日 外構整備検討委員会

常設収蔵作品展第Iエ萱期 (12月24日まで)

16日 企画展「第2回浅井忠言己念賞展」公募作品

搬入(11月18日まで)

19日 企画展「第14回千葉県移動美術館」 (八日市

場市立公民館, 12月2日まで)

27日 書芸講座2 (11月29日まで 日数3日)

版画講座2 (12月13日まで 日数12日)

29日 企画展「第2回浅井忠記念賞展」審査会

12月4日 企画展「第14回千葉県移動美術館」 (栄町役

場町民ギャラリー, 12月18日まで)

10日 企画展「第2回浅井忠記念賞展」入選者発

表

1月5日 企画展「第2回浅井忠記念賞展」授賞式・

オープニングレセプション

6日 企画展「第2回浅井忠記念貨展」 (2月11日

まで)

常設収蔵作品展第Ⅳ期 (2月11日まで)

19日 第4回美術講演会

2月16日 特別展「マリ鵜・ローランサン」 (3月24日

まで)

常設収蔵作品展第Ⅴ期 (3月31日まで)

20日 第2回美術館調査研究員会議

23日 第5回美術講演会



事業一覧

太字は本館主催展

月 み る か た る つ く る 
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常設収蔵作品展I 4/1-7/15 

第27回全日本綜合書道大展覧会 拓へ15 

第14回鳳馨会喜作展 拓-22 

第60同郷陽会展 拓-22 

第10回千葉美術工芸展 党へ% 

第17回千葉新協展 党へ30 

武蔵野美大校友会千葉支部展 %-30 

第16日歩会彫刻展 %-% 

5 

第21回表美展 %へ6 

洋画(D %-24(10日間) 版画① %-%(12日間) 

第8回日中友好書道展覧会 %へ13 

第2回目本童謡の書展 %-13 

第14出塁の県展 光へ20 

第35回二科会千葉支部展 %へ27 

第16回躾展 %-27 

日本書道ペン字教育会 

創立30周年記念選抜展 %へ% 

第13回千葉一陽展 %-% 

6 

第30回千葉市アマチュア美術展 %へ10 

美術講演会(l) % 

陶芸① %へ%(9日間) 日本画 %へ%(12日間) ㊨洋画① %-28(6日間) 

第5回日本画四季展 %へ17 

特別展「石井林聾をめぐる画家たち」 6/9へ7/15 

第15回関東全展 %へ17 

千葉幼児美術展 %へ17 

第12回新棟樹社千葉県支部展 %一24 

干葉二紀展 %-24 

千葉水彩展 %へ24 

第37回千葉県書道協会展 %一名 

第17園子虹会日本画展 %へ者 

第34回千葉県小・中学校書写展 %へ% 

7 

第18回水彩連盟千葉支部展 %-8 

美術講演会(2) % 
㊨洋画② 宛-29(6日間) 

第8回明日を択く教育美術展 %へ8 

第19回千葉市勤労者文化展 %へ8 

第13回精鋭展 %-8 

第22回千葉市水墨画同好会連合会展 宛へ22 

常設収蔵作品展II 7/21-10/14 

第15回葉美会展 宛へ29 

第72回習美会初夏大作展 宛へ29 

日本水彩画会第6回千葉県支部展 宛-29 

第24団歌雲会全国書道展 宛へ29 

第10回ちば産経現代洋画展 宛へ% 

8 

第19回写真千葉県展 %一26 

㊨デッサン① 

第10回日本春秋書院千葉県書道展 %一19 

千葉県市町村職員共済組合文化展 %-19 

第20回いてふ会彫刻展 %-26 

第11回龍峡書道会千葉県人展 %へ26 

%へ26(4日間) 洋画② %-%(10日間) 

第7回千葉中美展 %-26 

第18回千葉市教職員美術展覧会 %一% 

第23回千葉県高校合同写真展 %-% 

第20回新構造千葉支部展 %-% 
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月 み る か た る つ く る 
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第30回白扇書道会展 %-9 

美術講演会(3) % 
書芸① 

第13回千葉等迦展 %-16 

第13回千葉県写真展覧会 %一24 

第28同新世紀美術協会千葉支部展 %へ16 

企画展「鈴木方鶴展」 9/13へ10/14 

第40回干葉デザイン展 %へ24 %へ22(3日間) 
第22回千葉現展 %-24 

第6回目本書道学会千葉県連展 %へ24 

第33回千葉市中中養護学校 

児童生徒総合展覧会 %へ30 

同 

千学会書展 %-7 

陶芸② 
第37回千葉県勤労者美術展 薬へ7 

第10回二科会写真部千葉支部展 磐へ7 

第22回ファンシー洋画展 %へ14 
%へ拓(9日間) 

第17回文化書道連合会公募展覧会 %一14 
㊨デッサン② 

ダネラ・デコパージュ展 %-14 
%-28(4日間) 

第42回千葉県美術展覧会(県展)

鞠へ精 常設収蔵作品展叩11/14へ12/24 

11 

彫刻 
千葉県高校芸術祭「美術・工芸・書道作品展」 堀へ25 %-23(12日間) 

企画展「第14回千葉県移動美術館」 版画(砂 

(八日市場市)11/20へ12/2 

袈慾(12日間) リ行29(3日間) 
第35回こども県展

易へ% 企画展「第14回千葉県移動美術館」(栄町)12/5へ18 

工 

㊨洋画③ 者-8(6日間) 

今日の美術を考える会展 拓-19 

明るい社会づくりポスターコンクール展 焔へ16 

l 

企画展「第2回浅井忠言己念賞展」 1/6-2/11 

美術講演会(4) 拓 
㊨洋画④ 

常設収蔵作品展Ⅳ 1/6-2/11 

第26回登龍祉・宮坂会喜作展 米-13 

第18回富士百景写真展 米へ13 

第18回千葉書壇秀抜・新進展 覧へ20 

千葉市観光絵画と写真コンクール展 易へ27 

第16国子ども造形展 疲-27 易へ%(6日間) 
第8回千葉県医師会美術展 晃へ27 

第24回千葉県老人クラブ作品展 易へ27 

千葉大学教育学部美術科卒業制作展 米-% 

第25回千葉大学学生書道展 橘へ% 

千葉市中中養護学校児童生徒書写展 光へ% 

2 

群鴎善人展 %へ11 

美術講演会(5) % 

第6回書星選抜展 %へ11 

第43回千葉県小中高校書初展 %へ11 

第14剛呂和会書展 %-17 

第16回千葉県民写真展 %-17 

幕張北高校書道卒業制作展 %-17 

特別展「マリー・ローランサン」 2/16-3/24 

常設収蔵作品展V 2/16へ3/31 

和洋女子大学書道展 %へ24 

第22回千葉市民美術展 %-% 

3 第38同書星教育部展 %〈24 

第20回千葉県大学美術連盟展 %-24 
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展 示 事 業

常設収蔵作品展を5期に分けて開催し,各テーマに基づいて展

覧したほか,特設コーナーを設けて本館収蔵の優品などを広く公

開した。

特別展としては, 「石井林響をめぐる画家たち」 「マリー・ロー

ランサン」を開催した。

企画展としては, 「房総の美術家シリーズー20一鈴木方鶴展」「第

2回浅井忠記念賞展」を開催したほか,「第14回千葉県移動美術館」

を八日市場市立公民館と栄町役場町民ギャラi)」において開催し

た。



常 設 展

常設 収蔵作品展(第I期)

常設収蔵作品展第I期は, 3コーナーに分けて展示した。 「人物の表現」では,日本画・洋画・彫刻"工芸・版

画の各分野の作家によって表現された㌧人物の魅力を・ 「新収蔵作品」では,本館で新たに収蔵した作品を, 「収

蔵作品名品」では・特に鑑賞の要望の高い作品の数々を・前期と後期(「特設コーナー」と改称)に分けて紹介し
た。

会期(前期)平成2年4月1日(口)へ6月3日(日) 55日間

(後期)平成2年6月5日(杓へ7月15日(日) 36日間

展示点数 157点

入場者数 53,040人

出 品 目 録

「人物の表現」

No 作家名 作 品 名

く日本画〉

1浅井 忠 田 植 之 図

2

3

4

こ

高

7

8

9

醐

間

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

制作年 No.作家名

く洋 画〉

1889 1浅井
琵 琶 法 師1890へ97頃 2浅井
ほ し か き II

3

は

A

習

忠
真

賊1902へ07 4 ′′ 裸
人 物 風 俗 図 ′′ 5安藤信哉 軍

韓 信 図 ′I
6 ′′ 室

参 詣1902-07頃 7池田満寿夫 作

当世風俗五十番歌合(2番)  1907 8石井柏亭 病
II (7番)

Il

(15番)

II

(28番)

12 Il カルタと りの女児
13五十嵐幹 華

14稲木時人 更 衣

15大森達夫 灯 翳・粛 宴

16小野具走 漁 村

17高畑郁子 メスティーソの女達
18立石秀春 九 十 九 里

19冨取風堂 斜陽(夏すがた英一)
20 ′′ 夜( I′ 英二)

21村松乙彦 化 粧

22横尾芳日 夕 粧

23若木 山 常 陸 乙 女

24渡辺 学 川 口

25 I′ 下 総 の 海 女

II

9 石橋武治 泥

II lO遠藤健郎 朝

婦
○
○
。
"

ゝ
ちな

嬢
作
婦

制作年

人

像 1931

5 1959へ60頃

C Il

手 1967

内 1968

品 1958

児 1904

か ぶ ら 1959

市 1975

II ll熊谷文利 佳境に入る女祈躊師 1978

12 II 薬を飲む女祈躊師 1979

1976 13黒田重太郎 浴 後 1927

1973 14櫻井慶治 フランスの女性 1987

1970 15笹岡了一 放蕩息子の帰宅 1960

1975 16霜鳥之彦 ロ シ ア の 女 1923

1977 17須田国太郎 デノサン(膝に腕を置く裸婦) 1940-46

1987 18 ′′

′′ (腰かける裸婦)

1936 19田中志奈子 I′ (竃を持つ女)

20 田中善之助 パ

947 21鶴田吾郎
981 22 II

948 23

976 24 II

25都鳥実害

26 内藤 東

園
7
葛

済
婦

あ
婦
緑

リ の 女

川 島 に て

人 像

女
〈
人

9
0
5
9
2
 
1
9
3
5
〃

l
 
l
 
l

6

頃

1

9
4

1
9

9
6

1

9

1

び
像
像人



No. 作家名

27中西利雄

28 I1

29 II

30鳩川誠一

31原 勝郎

32原 三郎

33不破 章

34 II

・

35松沢茂雄

36宮城泰介

37宮嶋美明

38柳 敬助

〈版 画〉

1池田満寿大

2 II

3 II

4 池田良二
5 II

6 I1

7 浜口陽三
8 深沢幸雄
9 II

lO II

‖‖ 肌

〈彫 刻〉

1安西順一
2 伊藤礼太郎

3 梅原正大
4 金田雄作
5 北村西望
6 佐藤忠良
7 島田勝吾
8 鈴木 徹

9 鈴木 実

10関 正司

11高田 大

12高田博厚

13舟越保武

14松本雄治

15六崎敏光

16川本正道

く工 芸〉

1浅井 忠

T

人

四 人

焼
物
女の

愛

デ ッ サ ン (K)

廃 船

三 人 姉 妹

ノルマンジーのホテル

海 辺 の 裸 婦

嘆 き

慾 望

テンサン(ポーズする裸婦)2

S ome t h i n gl

マーガレ ット の庭

夜 の 旅

Scattered Seeds

し e a v e s

V a r a n a s

顔

家

人

扉 と 訪

青 い 裸

秋

間
像

族

者
A

晴

夜 叉 神 解 脱

な か よ し

悔ed Room、、 N氏邸見取図よI)

二 人 の 天

ラ ッ プ

少 女 と

女

帽
鳥

さ く ら 貝

存 在 す る 私

I R O N L A D Y

リ ラ ッ ク ス

マハトマ・ガンジー

婦 人 像

大母神,天を翔ける

香 風

ヴ ァ
ー

ジ ニ ア

制作年 No.作家名 作 品 名

5

6

9

2

3

3

3

7

9

9

9

9

=

刊
‖
響
〇
〇
〇
‖
=

‖

7

6

5

1

5

5

7

5

6

8

5

7

9

9

9

9

9

9

1

1

1

1

1

1

2 小林正利

3 信田 洋

4 武田武弘
5 帖佐美行
6 堀口光彦

「新収蔵作品」

く日本画〉

1五十嵐 幹

2 II

〈洋 画〉

1コ ラ ン

2 ローランス

1966 3 ワーグマン

1970 4 足立源一郎
II

5 II

祈 り (啓蟄)

銀 壷 (スクラム)

ランボーの詩より「朝」

香美と鶴(集いの為の酒器セット)

安 眠 装 置

紅 糎

か く れ ん ぼ

田 園 詩

かレカ/ソンヌの幽閉者の解放

松 島 風 景

津 久 波 山

水郷初夏 (十二橋)

1979 6 ′′ II (中州1 )

1980 7 五百城文哉

4

8

9

5

6

6

9

9

9

軸
‖
‖

‖

=

5791

2

4
8
8
2
8
5

8
4
2
4

8
2
一
7
8
7
6
8
2
8
4
0
0
8
5
8
4

9

9

9

9

9

9

1

9

9

9

9

9

9

9

1

1

1

1

1

1

8

1

1

1

1

1

1

1

91

8 今関啓司
9 大久保作次郎

10 II

14 II

15大野隆徳

16笹岡了一

17 II

18 II

19前場 実

20間部時雄

21 II

22

く彫 刻〉

1陰里寿朗

く工 芸〉

1香取秀真
2 富田宏平

1979 「収蔵作品名品」

日 光

浅 春 山 路

庭 の 木 陰

海 水 浴 帰 り

出 へ

ヤ ッ ホ ー

お 茶 ど き

凪

公 園

孟 母 の 家

天使とヤコブの闘い

川 西

九 十 九

川 沿

寒

田 中

初
の

牧

里

い

の

家
林
場

構造上の森(街かもしれか、)

千本松文釜及び鳳凰文風炉

生 命 の 透 間 風

く日本画〉

1富取風堂 葛 西 風 景

農家風俗手塩皿(10) 1902一-07頃 2 東山魁夷 ※春 雪

8
-

制作年

1975

6

5

4

6

7

7

8

8

9

9

9

9

‖

‖

軸
‖
=

=

0
39

軸
‖
=

8
8

9
5

〃

〃

訂
‖
○
○
掃
‖
‖

3

6

7

0

9

0

5

2

3

5

4

8

4

1

1

4

4

5

5

1

7

7

8

8

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1988

1982



No・作家名 作 品 名 制作年

〈洋 画〉

1クールベ ※眠 る 人 1853

2 II ※雪 の 中 の 小 鹿 1869頃

3 コ ロ ー
※フォンテンブローの風景1830-35頃

4 II ※ナポリ近郊の思い出1860へ65頃

5 ジャ ック ※森 の 中 1871

6 ティ アズ ※森 の 中 の 農 婦 1868

7ドービニー ※ヴァルモンドワの小川 1847

8トロワイコン ※河 辺 の 道1860-65頃

9 フォンタネージ ※水 汲 み 場 風 景 1863頃

10 II ※木 立1868-72頃

11 II ※池 と 樹 木1870-72頃

12 II ※鳳 景 1

13 II ※ II 2

14 Il ※牛 を 追 う 農 婦

15 II ※森の 空地の農婦
16 II ※羊 飼 い の 少 女

聞 ※川 辺 の二頭の 牛

18 ミ レ ー
※拒根に沿って単を食む羊 1860頃

19ル ソ
ー ※バルビゾンの農場

渡辺 学「)i「口」

ワーグマン「松島風景」

No.作家名 作

20浅井 忠 ※藁

21梅原龍三郎 ※竹

品

屋
読窓

22 II ※皇

23安井曽太郎 ※熱 海

く彫 刻〉

1高村光太郎

2 I1

3 II

4 II

5 II

6 II

7 II

名

禎
3
7
8
0
2
9

8
8

1
9

1
9

1
9

根

因
居
近

書

冊

※薄命児男 子頭部 1905

※ 猪 1905頃

※裸 婦 座 像 1916頃

※ 手 1918

※大倉喜八 郎 の首 1926

※野 兎 の 首 1945-52

※十和田裸婦像のための中型試作 1953

※は後期も展示

後期追加展示

「特設コーナー」

く日本画〉

1冨取鳳堂 漁 村 の 初 夏 1942

2 東川魁夷 秋 深 1975

中西利雄「四人の女」

五百城文哉「日光」

-
9
-



常設 収蔵作品展(第I工期)

常設収蔵作品展第II期は, 3コーナーに分けて展示した。 「水のある表現」では,日本画・洋画・彫刻・工芸・

書・版画の各分野の作家によって表現された“水、の魅力を, 「特設コーナー」では,特に鑑賞の要望の高い作品

を, 「金工作品コーナー」では,金工の作品に焦点をあて,様々な技法による作品を,前期と後期に分けて紹介し

た。

会期(前期)平成2年7月21日(土) -9月9日(日) 44日間

(後期)平成2年9月13日(木)一10月14日(日) 28日間

展示点数123点

入場者数 45,275人

出 品 目 録

「水のある表現」

No. 作家名

く日本画〉

1石井林響
2 岩崎巴人
3 大田 歳

4 小野具足
5 古城江観
6 木島桜谷
7 後藤純男
8 篠崎之男
9 菅沢幸司

10関 主税

11田岡春径

12時田直書

13富取風堂

14 II

15横尾芳月

16吉岡堅二

17若木

18 II

山

釣

波
北
遠
ヴ
雨
山

利

た
所
之

つ

ス

水

な

こ

山

〈

エ
中

雨

風

瀧

農
幽

門

根

人
図
海
溝
見
図
後

景

凪
色
花
庭

春
図

の

女

の

院
澤

海

積

上

夕
暮
雨
智

早
波

く洋 画〉

1浅井 真 四 月 の 海

2 II 太 海 海 岸

制作年 No. 作家名

10円城寺昇

1927 11大久保作次郎 海 水

1974 12 II

1979 13国松桂渓 仏国
1974 14小堀 進 霞

1969 15 II 逆

岩
浴
凪
ル

ケ

ト

16斎藤捷夫 海 辺 の 光 景

1974 17桜田精一 太 海

1969 18澤部活五郎 ハドソン河の朝霞

4

9

4

2

3

2

9

9

3

8

6

5

6

6

5

3

6

5

9

9

9

9

9

9

9

9

9

1

1

1

1

1

1

1

1

1

19三田 康 廃 墟

20 白滝幾之助 海

21 II テ ー ム ス 河

22菅谷元三郎 沼 風 景

23高橋規矩治郎 漁 船

24椿 貞雄 岩

25鶴田吾郎 アムールのブラゴエンチェスク

26寺田政明 犬吠灯台の見える外川港

27都鳥英喜 舟 小 屋

28 II 巴里郊外サンクール

29富田通雄 静 か な る 日

30中西利雄 外 房 風 景

1959 31西川 純 保 津 峡

1960 32不破 章 奥鬼怒の湯治場
3 II 雪 と 石 1964 33松岡 寿 森 と 小 川

4 荒谷直之介 白船入港(マラガ)

5 石井柏亭 舟 に 居 る 人

6 石)ii欽一郎 水 辺

7 石橋武治 筑 波 遠 望

8 II 水 辺

9 II 水 郷

1962 34無縁寺心澄 銚子大新楼上にて
1913 35 ワーグマン 松 島 風 景

1953 く版 画〉

1966 1石井柏亭 木 場

2 II 印 旛 沼

-10臆

7

5

3

3

4

3

1

5

2

7

7

8

9

9

9

9

9

9

1

1

1

1

1

1

2

5

9

3

5

5

6

9

5

8

0

7

6

1

6

3

5

3

6

3

1

8

2

2

3

3

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

6

5

7

9

9

8

H
‖
○
○
掃
‖
=

1889



No.作家名

3 石井柏亭
4 瑛 九

5 小野具走
6 東山魁夷
7 深沢幸雄

く彫 刻〉

1原 武典

の 肌

〈工 芸〉

1青木滋芳
2 神谷紀雄
3 鈴木治平
開 聞

5 津田信夫
6 II

く書〉

1浅見錦龍
2 種谷扇舟

「特設コーナー」

く日本画〉

l 富取風堂
の 肌

3 東山魁夷
4 II

く洋 画〉

1コ ラ ン

2 コ ロ ー

3 クールベ

4 ドービニー

5 ディ アズ

6 7ォンタネージ

7 II

8 II

9 II

lO ジャ ック

1l ローランス

12 ミ レ ー

13 ル ソ ー

14トロワイヨン

作 品 名

佐 原

銅版画集I二籍盤繁れ
北 の 海

リトグラフィ集「言誤り

銅版画集「さ㍊譜明朝

水の中の太陽(,81)

II

(’82)

黒 潮

鉄絵銅彩あやめ紋大鉢

条 紋 金 彩 花 瓶

湿 原 の 詩

海

閑 鱗 上 下

制作年 No.作家名

1917 15浅井 忠 ※藁

1954 16梅原龍三郎 竹

1977 17 II 皇

品

屋
読窓

作

名
書

制作年

根 1887頃

図 1937

居 1980

1979 18中西利雄 ※南 仏 風 景 1930

1971 19 II ※曇り 日の離宮と駅 1947

20安井曽太郎 熱 海 附 近 1929

1981 く彫 刻〉

1982 1高村光太郎 手 1918

2 II 裸 婦 座 像 1916頃

3 Il 大倉喜八郎の首 1926

1977

1986 「金工コーナー」

1977 1会田富康 ※蓋のあ る青銅壷
1985 2 大須賀選 ※作品63へ7(室内灯ろう)

1927 3 大須賀喬 ※昆 轟 文 飾 皿

1941 4 鹿島一谷 ※布目象蕨つなぎ文南錬水指

5 香取秀真 ※筋 入 花 瓶

6 II ※鳳 凰 文 様 花 瓶
九 十 九 里 1960 7 ′I ※笑 獅 子 香 炉

故 郷 之 山 河 1971 8 ′′ ※菊 文 釜

2

4

3

5

4

5

7

7

9

9

9

9

‖

‖

馴

れ
‖
=

夏
籠
雪
深

初の村漁
花
春
秋

9 II ※鋳 鉄 茶 釜

10 II ※千 本 松 文 釜

11香取正彦 ※鵬 銀 玉 錯 花 瓶

12関谷四郎 ※鋼 鉄 壷

13津田永寿 ※幾 星 霜

14 II ※鳥 の 花 器

15津田信夫 ※老 子

16 II ※胡

17 II ※鳳

田 園 詩 1903 18 II ※荒

ナポリ近郊の思い出1860へ65 19 II ※月

眠 る 人 1853 20 II ※玉

ヴァルモンドワの小)ii 1847 2l /I ※

森 の 中 の 農 婦 1868 22 I′ ※水

木 立1868へ72 23信田 洋 ※黄

池 と 樹 木1870-72 24宮田宏平 ※生

牛 を 追 う 農 婦

の地空の森 農婦
の 中 1871

かレれソンヌの幽閉者の解放

9
6
5
9
6
3
9
8
6
9
8
1

軸
‖
○
○
掃
‖
=

‖

‖
‖

7
9

7
4

7
0

7
9

9

9

9

9

‖

刊

=

H
‖
=

5

7

2

3

3

4

9

9

9

1

●
・
-
“

l

目
炉
鷲
麗
燈

遊
薫

妖
婚

孫
翔

下
鱗

1

2

6

8

9

9

軸
‖
○
○
掃
‖
=

盤
ず
風

ら

問

い

透

花

の

銅
命

※は前期のみ展示

「特設コーナー」 (後期追加展示)

垣根に沿って革を食む羊 1860頃 く洋 画〉

バルビゾンの農場 1クールベ
河 辺 の 道 1860へ65 2 浅井 忠

雪害面容雪

頃

2

9

0

6

9

8

1

‖
‖鹿

婦

小の中の雪
農



常設 収蔵作品展(第III期)

常設収蔵作品展第I寡I期は, 「特設コーナー」を設け,特に鑑賞の要望の高い作品を紹介した。

会 期 平成2年11月14日(水) -12月24口(月) 36日間

展示点数 27点

入場者数 32,756人

出 品 目 録

「特設コーナー」

No,作家名 作

く日本画〉

l 富取風堂
2 II

葛

3 東山魁夷 秋

4 II 春

恥洋回田

景

深
雪

風

花

西

制作年 No.作家名

10 フォンタネージ

1937 11クールベ

1953 12 II

1975 13 コ ロ ー

1973 14 II

15 ミ レ ー

16トロワイヨン

小堀 進 出 1965 17ル ソ

II 南 欧 の 丘 1962

黒田重太郎 浴 後 1927

梅原龍三郎 竹 窓 読 書 凶 1937

石井柏亭 聖フランチェスコ寺院 1923

浅井 忠 農 婦 1902

フォンタネージ 木 立 1868-72

II 池 と 樹 木 1870-72

II 牛 を 追 う 農 婦

東山魁夷「春雪」

18ティ アズ

19 ドービニー

20 ジ ャ ック

く彫 刻〉

1高村光太郎

2 1I

3 II

作 品 名 制作年

水 汲 み 場 風 景 1863頃

眠 る 人 1853

雪 の 中 の 小 鹿 1869頃

フォンテンブローの風景1830-35頃

ナポリ近郊の思い出 1860へ65

垣根に沿って草を食む羊 1860頃

河 辺 の 道 1860-65

バルビゾンの農場
森 の 中 の 農 婦 1868

ヴァルモンドワの小月i 1847

森 の 中 1871

i帝旧線別家のための中型試作 1953

手 1918

裸 婦 座 像 1916頃

ー1 2「

ミレー「垣根に沿って革を食む羊」

1

2

3

4

5

6

7

8

9
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‖
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∴
王
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4

5

6

1

8

9

1
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2

1
 
3

1
 
4

1
 
5

1
 
6



常設収蔵作品展(第量V期)

常轍蔵個展第萱V期は, 「浅井忠コーナー」を設けて,浅井忠の作品を帖に・スケッチナノクや下絵,書簡
など関係資料を展示した。

会 期 平成3年1月6日(口)-2月11日(月) 32日間

展示点数112点

入場者数 25,805人

出 品 日 録

年

頭
主
項
咽
6
 
5
頑
6
 
5

畿
顕
醒
醸
蒔

「浅井忠コーナー」

No・ 作 品 名

く日本画〉

1 琵 琶 法 師

2 も ろ こ し と 鳳 仙 花

3 人 物 風 俗 図

4 盗 賊

5 当世鳳俗五十番歌合せ下絵2番

6 ′′ 7番

7

8

9

星劇

脚

胴

13

狂
古
欧
田
は

〉画洋り8

1
2
3
4

5
6
7
8
9
1
 
0
H
1
 
2
1
 
3
1
 
4

1
 
5
1
 
6

I
.
同
一

ク
」
‖

i
′
I
ノ

ー
/
`

l
C

壌
小
子

平
金
塊
金
農
糸
柏
藁

規子付女
城

州
粧

し

風
之
か

)
景

図
き

7

7

7

0

0

0

∴
∴
∴
、
∴
∴
「

2

4

2

バ
リ

O
 
O

9

9

9

‖

軸
‖
〇
〇
〇
‖
‖

7091

頃898
軸
‖
=

3

7

〃
嵩
8
9
。
 
̃

到

れ
‖
‖

No・ 作 品 名

17 男 性 裸 像

18 フォ ンテンブローの森
19 洋 上 の 夕 陽

20 欧 州 市 場 鳳 俗

21 東宮御所壁飾草稿(1)
22 曳 舟 通 り

23 鎌 倉 建 長 寺(1)

24 少 女

25 女 の 顔(模 写)

26 京都高等工芸学校の庭

朗
〃
器
1
 
9
。
5
1
 
8
8
5
〃
1
 
8
7
7

1

87へ6781

1903

27 老 母 像 1906

の

の

山

人

船

梯

帆
磐
農
婦

2
8

2
9

0
0

3
1

」
艮

図 1907

図
家
像
外

1888

0
2

0
7

0
3

9

9

9

1

1

1

諸

州

を

と

1
甲
ノ

I
月
′

母
沢
渓
房
房
房
白
パ

月

浜

リ

二
城

く
せ
尾

大

同
城
第

亭
外
部
上
家
女
ろ
根

光
「
令

煉
『
司
壁

る
い

江
南
軍

5

8
9
4
4
 
̃

〃
〃

1

98
軸
‖
=

1902へ07

1887頃

肖 像 1899

駅 1884

流 II

白 浜 1887

浜
太

乙

波

風
公

村
村
景

像
良

太岩沢中
奈

3

4

3

3

5

6

3

3

7

8

3

3

9

0

3

4

楼
図
沼
㈲
∵
㈲
橋

鐘
の

仏

山
旛
景

冶

城
梯

〃

平
磐
印
風

鍛

く工 芸〉

l 茶 器「猿蟹合戦ノ図」
2 同 付 皿

3 急 須 A

く資 料〉

園 1900-02 スケッチナノク,教科書等56点

-13-

888
軸
‖
=

頃

〃

〃

7
8

〃

〃

〃

81

1902へ07

肌

肋



常設 収蔵作品展(第V期)

常設収蔵作品展第Ⅴ期は, 「書コーナー」を設けて,多様な書の表現を紹介した。また,後期からは「特設コー

ナー」を併設し,特に鑑賞の要望の高い作品を追加展示した。

会期(前期)平成3年2月16日(土) -3月10日(日) 20日間

II (後期)平成3年3月12日(火) -3月31日(日) 18日間

展示点数 21点

入場者数・48,978人

出 品 目 録

No 作家名 作 品 名 制作年 No

「書コーナー」

1浅見喜舟 大 公

2 浅見錦龍 古

3 江)ii碧溝 白

4 大石隆子 待

5 金子聴松
6 小暮青風
7 小安花郎
8 鰹 松塘

9 鈴木方鶴

10南港南総

11高富金陵

12種谷扇舟

13千代倉桜舟

東
雲

イ

視
万
バ

七
一
桃
山
改
宗

葉

3

6

8

7

9

9

‖
塑
○
○
鵡
‖

釣
歌
詩

垂
の
山

描
芋

口

言

笑
季
部
郷
左

思
集
ン

5

3

5

6

7

7

7

6

9

9

9

9

1

1

1

1

君
明
歌
葉
詩

4

0

8

7

9

9

1

1

青
姉

889

歌
河
歌

人

山

の

赤
之
近

14中

作

台

家名 作 品

耶園 庭 給

15中村象聞 古 束 子 樫

16福田黍州 蘇 束 坂

名

6

2

3

8

7

8

9

9

9

‖

‖
‖
○
○
掃
‖
=

詩
歌
詩

の

「特設コーナー」 (後期追加展示)

く洋 画〉

1浅井 忠 藁 屋 根 1887頃

2 ミ レ ー
垣根に沿って革を食む羊 1860頃

3 コ ロ ー ナポリ近郊の思い出 1860へ65

く彫 刻〉

1高村光太郎 十和田裸婦像のための中型試作 1953

2 II 手 1918

響
-
幸
田
・
弟



特 別 展

石井林饗をめぐる画家たち

会 期 平成2年6月9日(十手7月15「「(口) 32日間

展示点数183点

入場者数 6,717人

石井休轡(1884へ1930)は,丁一葉市下大和旧町に生まれ,明治後

半から昭和初期にかけ活躍した本県を代表する日本画家である。林

響か舌躍し加寺代は,日本美術院の創設,小会派の分立,文展の開

設など日本画の革新運動がさかんに行かれた時期にあたる。この情

勢の中で 林響も革新運動のリーダーのひとりとして,美術史土に

その名をとどめているにもかかおらず,作品は余り知られていない。

本展では,林響の生涯にれたる作品を展覧し,彼が日本画の革新

に果たした功績を回顧するとともに,交友の深かった画家たちの作

品も併せて紹介した。

出 品 目 録

No. 作 品 名 制作年 所 蔵 者

「石井林響作品」

1春 夏 秋 冬1903頃

2 水 鏡

3 霊 泉1905頃

4 木 華 開 耶 姫 1906 千葉県立美術館

5 童女の姿となりて ′I 東京都美術館
6 霊 泉 II

7 弘 法 大 師 1908

8 弘 法 大 師(下絵) II

9 三 輪 I1

10 三 輪(下絵) II

ll 不 動 明 王

1908

町寺善修

孤嶋蓬明
細l

布

方
睡下

束
松

4

5

軸
‖
○
○
掃
‖
=

仙浮羅61

網
騎
秋

陰
風
葬

桐
春
芙

7

8

9

‖
い
い

‖

酬
‖
=

棲駕鴛甲
山

東
の
i

明花壇
軸
‖
‖

↓

)

紅

に
大
伴官

波
李
琶

2

3

4

調
四
〇
〇
困
り
○
○
回
り

鶴 II

朔 修 善 寺

袋 II

女 千葉県立美術館

蝿 修 善 寺 町

湯

水

穏

月

鵜

白 1909

女

棚黒石井林轡をめぐる画家たち
躾嶋の頂き倉卒鬼 =千葉県が笠んだH本両の天窓=

平成2年6月日日出-7月15日㈲

名 制作年 所 蔵 者

鶴

駆

〃

通夜
高
向

7

8

9

0

2

2

2

3

雷神

白
鳳

1

2

3

3

林竹43

5

6

7

8

3

3

3

3

9

0

1

3

4

4

唐
松
観
高
春
寒
漁

美購
美

実
害
観

下
世
士

書家梅64

秋
養
朝

7

8

9

4

4

4

人
砂
水

映
神
雅
人
大
人
薩
爆
秋
山
樵
禽
鳥
鳥
鳥
屋
鹿
老
陽

2191

千葉県立美術館

千葉県立美術館

県立千葉高等学校

千葉県立美術館

千葉県立美術館

干葉県立美術館

千葉県立美術館

山 種 美術館

千葉県立美術館

千葉県立美術館
肌
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メ
色
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八
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l
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[
.
N

1

2

3

4

5

6

7

8

9

制作年 所 蔵 者

県立千葉高等学校

千葉県立美術館

清 川 記 念 館

千葉県立美術館

名品作∩
いN

岳
父
士
春
神
妙
山

喜

高

の

林

下
路

鷺
紺
色

下ヽ
白
川

み 1924

2
59

畔
畔
畔
路

図
泉
図
人
汲

時
人
鳥
り
謁
月
遊

こ

景
ず

松
びま

湖
湖

日

日

虐
井

鹿
大島

花

閑
つ

暮

魚
層

松
漁
月
山

雷
高
春

8

9

9

9

O

1

0

0

‖

刊
‖
=

2

3

0

0

1

1

104

105赤

106や

107雪

108 ね

109湖

110春

111秋

112 山

113

114 浦

115梅

116鹿

117 閑

118水

119

120菅

121閑

122 白

123岩

124 閑

125夕

126舟

127樹 上 童 子

128終 南 進 士(鐘旭)

5

6

2

2

9

9

り
‖
○
○
掃
‖
=

旭
柑
鶴
袋

首仏二

729
刊
‖
‖樵

林

境 1927 千葉県立美術館

神 II

千葉県立美術館

千葉県立美術館

帰

仙

晩

莱

129鐘

130柿

131瑞

132布

133秋

134松

135蓬

136福

137秋 林 帰 樵 Il

源

松 林

秋 二 図 1927

帰 樵

入

朝 陽

138桃

139寒 山

140野 趣 春

141寒 山

142釣

143仙 山

所 蔵 者

千葉県立美術館
肌

清 川 記 念 館

千葉県立美術館
肌

千葉県立美術館
肌

肌

肌

肌

肋

肌

肌

的

II

肌

肌

山 種 美術館

千葉県立美術館

千葉県立美術館

県立千葉高等学校

山 種 美術館
144野趣二題(地中の舞) 1927 東京国立近代美術館

145 II (枝間の歌) II Il
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落
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弁
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松
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O
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5
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右
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聖
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梅
雨
漁
樹

9

0
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6
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景
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野

冬
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花
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袷
と
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人

山

拾 得 1920

(小下図)
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船
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確
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〃
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旭
屋
禽
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老
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7
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7

7
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猫

山

釣
冬
寒
黒

7
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7
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中

中

池
雨
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・
力旅の南総38
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No. 作 品 名 制作年 所 蔵 者

146地中の舞(下 絵) 1927

147 II (小下絵) II

148 II (下 絵) II

149枝間の歌( II ) Il

150 II

(

151恵 比

152

153君

154雪

155 山

寿

蘭

が

)
黒

代
池
水

〃

9
 
2

〃

〃

〃

H
‖
‖

千葉県立美術館

N
。
購
1
 
5
7
1
 
5
8
1
5
。
1
 
6
。
1
 
6
 
1
1
 
6
2
1
6
3
1
 
6
4
1
 
6
5
わ

源
樵
冬
滝
郊
談

る
女
大

桃

射
柳

閑
踊
少

陵

山
郷

亭
出
梅

武
帰
渓
閑
秋
柳
双
老
南

料資他

「関係作家作品」

No.作家名 作 品 名 制作年 所 蔵 者 No.作家名 作 品 名

く日本画〉

1橋本雅邦 竹 梅 園 1898 埼玉県品正代美術館

2 II 月下群確固

3島田劃山 維 摩

4下村観山 菊 慈 童

5 1I 陶 淵 明

6平福百穂 青山白雲

7i用布多門 長江大観

8勝田蕉琴 煙る小雨

9今村紫紅 竹 取 翁

1920 福井県立美術館

1909 宮城県美術館
1914へ17 福井県立美術館

1919 宮城県美術館
1929 II

1922 福島県立美術館

1912 横浜美術館

宵

10今村紫紅 舟 遊

11 II 獅 子

12 II 猿

13小林古径 摂 取

14 11 旅 路

15橋本関雪 後赤壁図

16安田敬彦 静訣別之図

17 II 小倉の山
18前田青耶 大久米命

制作年

1928

肋

間

肌

山

肌

1929

1930

肋

制作年

1

9

9

9

1

‖

‖
‖
は
〇
〇
回
‖
‖

9
 
1

n

2
4

0
5

9
 
1

〃

0
7

9
3

9
0

3

頃
頃
頃
5

所 蔵 者

千葉県立美術館

清 川 記 念 館

所 蔵 者

横浜美術館

福井県立美術館

三重県立美術館

西宮市大谷記念美術館

滋賀県立近代美術館

三重県立美術館

岐阜県美術館



ー夢と哀愁の女流画家鵜

マリー・ローランサン
会 期 平成3年2月16口小へ3月24日(口) 32日間

膜/」く点数116点

入場者数 34,340人

マリ十・ローランサンは,パステルカラーと柔和な曲線による詩

情豊かな世界を創造した今世紀が生んだ最も優れた女流画家である。

近代絵画史上の激動の時代といえ)れた今世紀初頭,野獣派や立体

派が台頭するなかで ブラックやピカソらとの交流を通じ,彼らの

影轡を受けながら,様式や流行を超えた「帥‾†で独白の道を歩み続け,

確固たる地位を築いた。

本展は,常に多くの人々に愛されるローランサンの作品を油彩,

水彩,版画,挿絵本によって広く紹介し,その魅力を鑑賞する機会

とした。

出 品

No. 作 品 名 制作年 所 蔵 者

「油 彩」

1自 画 像1908頃マi十iローランサン美術館

2 十十カ礼て細粒申トトとキ州スト1912頃

3 犬を迫れた婦人像1914

4 婦 人 像1920

5 二羽 の鳩 と 乙女1921

6 子供た ち の輪舞 II

7 差し‡;言え誓管岩盤1921

8 牝鹿 と 二 人 の 女1923

9 お 城 の 生 活1925

10 小さな犬を抱いた若い女 II

ll小 さ な 大使 た ち1927

12 セレストあるいはトマール II

13 バルコニーの二人の少女 II

名古屋市美術館
群馬県立近代美術館

北海道立近代美術館

株式会社ワコール

イ セ 文 化 基 金

ひろ し ま美術館

マi十・ローランサン美術館

村 内 美 術 館

株式会社ワコール

伊膝ハム株式会社

14ぼら色の帽子の女1929頃笠間日動美術館

15 ニ コ ル・グ ル ー1931

16 椿の卜のセルーンとその女友だち1932 伊膝ハム株式会社

17 ヴァランナーヌ・テッシエ 1933

18土笛ご㌘,雪子ど空軍1934 西宮市大谷記念美術館

19 0 嬢1935

20若 い 女1937 松 岡 美 術 館

21白いむく犬と少女(犬と若い女) ′I

22某 天 人 の 肖 像 II

23 狙 1938 伊藤ハム株式会社

24二 人 の 娘1943 北海道立近代美術館

25マルセル・工ラン1943臆45頃マリ、「・ローランサン美徹宵

26 力トリーヌ・ジッド1946 II

27扇 を も つ若 い女1950頃 II

28 ピ ク ニ ッ ク 川村記念美術館

特別廉マリー・ローランサン 

州1個 

∴∴∴∴.∴ 
∵∴ ∴言草 

1991牢2月16間」̃3月24I用いi割 

手袋県二並美術 i館 

日 録

No. 作 品 名 制作年 所 蔵 者

29三人のバレI) 」ナ

30転 倒

31小 さ な 犬 と 女

32古いドレスとば壇のスカーフの乙女

33 女

34帽子をかぶった若い女

35二 人 の 乙 女

36横 た,お る 若 い 女

37小 公 女

岐 阜 県 美術 館

伊藤ハム株式会社

松 岡 美 術 館

伊藤ハム株式会社

「水 彩」

1犬 と 三人の 乙女1930十4順北海道立近代美術館

2 春 の 館

3 二 人 姉 妹

4 婦 人

5 婦 人 像

6 真珠のネックレスをした女

7 三 人 の 少 女 た ち

「版 画」

1女 の 大 き な 顔1910 マi)」・ローランサン美術館

2 エ ア の 尼僧院長1921 II

3 甘 美 を 年 II I1
4 鏡 II I1
5 オートゥイユのニンフ II II
6 曖昧なるパラスのための散文 I′ II

7 一つの鐘しか聞かぬものは‥ II II
8 オ ル ガ II II
9 ス ー フ ロ 街 Il ′I

ー18」

No

田

圃

隔

旺

腫

脹

離

間

肥

匪

2C

聞

陥

護

24

25

㈱

閥

駆

29

30

1

2

3

4

5

6

7

○
○

9

0

1

2

3

3

つ
J

3

3

3

3

3

3

4

4

4

圃
躍
謡
醒
騒



No. 作 品 名 制作年 所 蔵 者

10夢 の 糸1921マリー・ローランサン美術館

11友 愛 の 悲 歌 II II

12 ジャ/ク・トラクルテルの肖像 II II

13牝庇(第4ステート) 1924 II

14 コ ン サ ー
ト 1926 II

15 ロ ン ド II II
16 白 鳥 II II
17黄色い服の婦人 II II
18馬 に 乗 っ た 女 II II
19スペイ ン 便 り(1) II II

20 II (2) II II

21 II (3) II II

22 II

(4〉 II II
23 II (5) II II

24 II (6) II II

25 II (7) II II

26 1I (8) II II

27 /I

(9) II //

28 II (10) II II

29 //

(11) I/ I/

30 スペイン便り(1-a) II II

31 /I (2臆a)  /I II

32 II (4臆a)  I′ II

33 //

(5臆a) ′′ I/

34 /I (8喜a)  II I/

35 ロー待るいは」一,如けの恋の女1930 I1

36アリ ス と 大 失態 II II
37エ メ の 死 II II
38マリ ー の 夢 想 II II
39 ゲ)スチーヌあるいは馬に乗る女 II II
40 アンヌとペンギンたち // //

41プ ー プ ー1931 II

42 アルベール・フラマンの肖像1932 II

ー19

No. 作 品 名 制作年 所 蔵 者

43右向 き の女の顔1932 マi)」・ローランサン美術館

44肩掛けをした女の顔 II I1
45左同 き の女の顔 II II
46不 安 な 若 い 女1944 II

47三 人 の 乙 女 た ち II II
48捨 て ら れ た 娘 II II
49若い女とその息子 II II
50牧 歌 II II
51 「みやびな宴」の扉絵 II II
52 月 の 光 II II
53パ ン ト

マ イ ム II II
54小 径 // //

55作 廻 り II II
56 スケートをしなから II II
57舟 あ そ び II II
58 マ ン ド リ ン II II
59 コ ロ ン ピ ー

ヌ II II
60低 声 で II II

「挿絵本」

1マリー・ローランサンの扇(散本) 1922 マリー・ローランサン美術館

2 II 件撲本〉 II II
3 イ ポリ ット の 死1923 II

4 牝 鹿 (1) 1924 II

5 II (2) II II

6 ス ペ イ ン 便 り1926 II

7 フイ ネット の冒険1928 I1

8 マ リ ア ナ1932 II

9
パ

リ 1937年1938 II

lO小 さ な 娘 た ち1942 II

ll ア ン タ レ ス1944 II

12み や び な 宴 II II



企 画 展

房総の美術家シリーズー20-

鈴 木 方 鶴 展
会 期 平成2年9月13口㈹へ10月14日(日) 28日間

展示点数 58点

入場者数 22,084人

鈴木方鶴(1918-1985)は,香取郡山田町に生まれ,千

葉師範学校(現千葉大学)在学中に浅見喜舟に学んだ。昭

和24年から昭和53年の定年まで 県立千葉女子高校に勤務

するかたねら書に打ち込み,無心会理事・県美術会常任理

事・日本書道美術院審査員等をつとめた。

一方,昭和51年には,幻の書家といわれた渡逸沙鴎の作

品集を出版するなど書道史研究にも優れた業績を残した。

鈴木方鶴の書風は,各体にかたり幅広い表現を示してい

るが 特に六朝時代の楷書の臨書に優れている。また,第

39固日本書道美術院展では, 「一笑千山青」によりオリベッ

ティ国際賞を受賞した。

本展では,鈴木方鶴の作品のほか,遺愛品,著作などを

一堂に紹介し,その偉業を回顧した。

電卓一 三喜郎蜜 

出 品 日 録

No・作 品 名 制作年 所 蔵 者 No・作 品 名 制作年 所 蔵 者

1臨張黒女墓誌銘
2 峻 峯 孤 館 夕 酔

3 沈沈要談急・ ・ ・

4 高 畠

5 臨鄭長獣 道像記
6 天 真 爛 漫

1
9
5
9
5
2
1
9
6
1
9
6
9
6
8
1
9
7

‖

H
‖
‖

7 雲 龍 遠 飛 駕 I1

8 光 照 四 天1972-73

9 乾坤正気天地皆春 1973

10 邑 楽 II

ll天 地 一
沙 鴎 1974

12 幽 II

13幽 逐 1976

14胡 馬 噺 北 風 II

15毒

16 天 地

17仙

18 人

19麟

20

21山

22臨

23薫

境
事
出

静
不

沙
春
杯
鳳

日
審

福 II

鴎 Il

長 1978

酒 1978頃

翔 II

長 1979

帖 II

仙 1980

24 慈 1981

25登 楼 萬 里 春 II

26湖 光 雲 浄 II

千葉県立美術館 27春眠不覚暁・ ・ ・ II

28 天 地

29寧

30長

31幽

32竹

33普 天

34廃 土

35安

36大

37 幽

38

39要

40延

41素

道

沙 鴎 1982頃

安 1983頃

楽 II

竹 II

林 1983頃

同 慶 II

風 流1983-84

福 Il

観 II

静 II

II

如 II

毒 Il

心 II

42 日 出 海 天 晴 II

43長 楽 II

44一 竿 風 月 II

45山中雲気成・ ・ ・ II

46南 山 祝 毒 長 II

葛20鵜

4

4

4

5

「
〇

5

5



No. 作

47寧

48高 大

49恰 然

名 制作年 所 蔵 者 No.

多 愛

有 余

50臨 石 門

51勝 山 鳳

52落木蔚條・

53 自

静
欒
銘
朔

1984

1I

肌

的

肌

琢1984へ85 千葉県教育センター

54華

55遊

下
戯

56永

57一 笑 千

58 九 十 九里

制作年

H
‖
‖酒

昧
呂
青

高
三

山

9
 
8

〃

〃

〃

9
 
8

所 蔵 者

その他関係資料



ーリアリズムの追求一

第2回浅井忠記念賞展

会 期 平成3年1月6日(日)-2月11日(月) 32日間

展示点数100点

入場者数 25,805人

間館以来, I∫本近代洋画の先馬医者で,リアリズムの追求を

続けた本県出身の洋画家・浅井忠の画業を顕彰することに努

めてきた。この間,昭和58年度に美術館開設10年記念事業と

して,浅井忠の精神を現代に生かし,まな 現代美術の振興

に寄与するため,公立美術館として初の試みである全国公募

による「浅井忠記念賞展」を開催し,多大を評価を得ること

ができた。
奮機燐離艦貸燐語勢盤鮮 擬讃

美縮講演会/「浅井恵と現代」原田平作氏(大阪大学教授) l月19日工音午後2時∴更術館請蟄

このたび二 第2回展を開催することによr),現代における

美術の一層の振興を図り,その動向を紹介する機会とした。

その他,浅井忠作品コーナーを特設し,館収蔵の作品およ

び資料112点を展示した。

審査貝

乾由明,植村鷹千代,陰里鍼郎, ○嘉門安雄,河北倫明,桑原住雄,中村停三郎,原用平作,本間正義,三木多

聞(五十音順) ○は審査会長

出

作 品

一(栃 木)私 の 地

名 名家

録

作

目

N
。

品

大
奥

1

2

2

2球

農 高(奈 良) C a r r i e

H栄治(東 京)地I 〈DIRTYCOししECTIO胸)

4 中 野 庸 二(京 都) a r i P p l e

入 選(五十音順)

5 青 木 和(千 葉)文 楽 人 形

6 青 木
一

美(長 野)朝 の

られ

採
忘

勢
圃

仔
二
俣

次
徹

貴木
喜

青
朝

7

8

月
氏

9

A

覚
旧

慣
∴
惰

武
文博

森
達

朝
安

葉
京
菓

子
束
子

尚
啓
人

指
裕

木
藤
田

荒
安
生

1

2

3

‖
聾
S
葵
‖
〇
〇
掃
‖
=

安
石
れ
の

の

曇 野

場

た場所
室 内

家 族

MetamoIPhose臆ASO

HAPPY X’mas (バラ色の愛)

幕張新天地 擬雨の後

14石 毛 正 一( II )ひぐら しの鳴く 頃

吾
一

三

順

塚
藤

石
伊

5

6

‖
凹
○
○
訂
‖

17宇

18 内

19大

20大

田
山
塚
槌

‖
‖
り

一
木
「

(神奈川)時 の 足 音

(東 京)暮 れ 泥 む

福
束
埼
千

人
愁
興
隆

岡)遠 い 夏 の 影

京)望 郷

玉)今,右足から踏み出せば

葉)風 の な い 午 後

23織

24小

25鹿

26 月i

中
村
田
山
野
村

27菊 池

28北 澤

29北 山

30北 山

靖
悦
松

悦
敏
茂
寛
義

31木 下 誠

32久保 田 辰

33黒 田 邦

34幸 野

35後 藤 聖

36小

37小

38小

39小

40五

41小

42斎

43斉

-22鵜

一
正
裕
方
文
吉

寅
捷

林
林
林
保
味
柳
藤
藤

作 品 名

昇(干 葉)浜 千 鳥

子(大 阪) SEA CONTAINER

郎(滋 賀) A I R M A I し

降(千 葉)谷 津 十 潟

浩(埼 玉)地 の 空

子(大 阪)沈 黙 と 青 空

之(群 馬)擬 態 90
臆

3

夫(茨 城)旅の始ま り -II喜

一(北海道)生命のオリジン(春)

明(兵 庫)私心象的風景から
一(千 葉)漁 船 帰 る

男
裕
義
美
彦
誠

(広 島)市 の 日

(千 葉)群 像 (生)

(京 都)路 頭

(神奈川)海 底

(京 都) 1990年11月12 日

(千 葉)石 の 対 話

児(東 京) (また一本の祁楠えか難一難

清(千 葉)九 十 九 里 浜

彦( II )伝え聞くところによると

千

束

千

次

彦
夫

京) 棲

机
夢ぬ

い

て果

朱
見

易
圏

〃

0
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6

7

8
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1

2

3

4

5

6

7

8
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0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0
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4
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5

5
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5

5

5

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

7

7

7
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No. 作 家 名

44佐々 木俊介(福 岡)

45佐 藤 清 治(青 森)

46佐 藤 勤(東 京)

47塩 路 眞 保( ′I

こ多

蔦

R

し

E

海
空
空
3
-
籾
ら

る
日
勤
頭
底
白
話
姓
浜
北

机
夢

48清

49鉛

50瀬

51染

52高

水
木
戸
谷
橋

麻 紀(千

智 子( II

英 悦( ll

埼
手

厚
行秀

53高森登志

54竹 内 利

55 多 田 耕

56舘 野

57田 中

58 川 辺

59 田 沼

圭
光
和

)

)

)

)

)

)

葉

玉
葉

作 品 名

旅 一
家 を建て る

津軽じょんがら(右ケ戸の棚)

人力飛行の研究
光 風 荘

環 (が ん)

卓 上 の ポ ェ ム

1978年 テレホンコーナー

イスとテーブルのある室内

静 寂

李の

風
青

〃

〃

夫
枝

〃二

調
○
○
り
〇
〇
〇
軸
細
り
〇
〇
〇

i
"
り
"
"
"
調
○
○
の

城
阪
城
菓

茨
大
茨
千

〔
○
○
い

-
〃
〇
〇
〇

〇
り
〇
〇
〇
"
"
相
調
○
○
細

弘
一
則
夫

60穂川 と み子( ′′ )

61千葉比呂志( II )

62築 山 住 民(京 都)

63佃 彰
一

郎(東 京)

風
家
作

の 街 H

品 ’90」V

911

灯

生 の 刻

憩 う 漁 師 た ち

私 風 景 III

在 る 片 隅 に

64土 鳩 敏 男(三 重)人と物(しebenszeit)

65徳 増 雄 二(静 岡)

66中 野 修 一(愛 知)

67西 村 満(新 潟)

68両 室 勝 芳(山 梨)

69橋 本 英 子(千 葉)

70橋 本 礼 奈(東 京)

智 加 子

雪 原 風 景

黎 明

静 物

花 を め で る

私 的 な 領 域

71浜 田 浦(千 葉)違 い 目(陽だまり)

72原 イ ンドの太陽No3

No. 作 家 名

73 日

74 蛭

75佳

76廣

77樋

仁
均
孝
伍
志

一

竜
埋

幕
旧
聞
津
波

78福家か ち よ

作 品 名

(千 葉)長 閑

(京 都) BしACK SACK

(神奈川)異次元への大路
(茨 城)湖 愁

仙
膚

形)警 鐘

山)白鳥になれなくて(批い,騎てる)

79船 出 寿 子(千 葉)白 夜 の 静 物

80星 兼 雄(神奈川)時の景- (風化)

81星 加 達 夫(埼 玉)冬 の 朝

82星 加 哲 男(広 島) 1990・夏のおわI)に

83細 川 尚(千 葉)無 名 の 日

84前川 ケ イ コ(埼 玉)静 物

85松

86松

87丸

88水

89峰

百
雷
富

O

1

2

村
本
田
上
尾
坂
崎
澤

憲 一(愛 知)水 田 夕 景

安 良(茨 城) I F YO日・ . .

栄 蔵(埼 玉) Ci t y Jungl e

泰 財(東 京) 1 9 9 0
- 夏一

幸 仁( II ) 「スト レイ タス」

栃
愛
千

億
千
昇

美

木)浮 遊 す る 方 舟

知)ハプニング(団らんの崩壊)

葉)冬 の 間 門

93明 前 信 洪( ′I )叫 び

94森 一 浩( ′I )風景は2度変れる

95安盛孝一郎(神奈川)午 後 の 食 卓

96柳 沢 敏 男(東 京)バイセクル・ブリッジ

97山 口 賢 治(京 都)湿
98 山 口 静 治(兵 庫)も

99山 下 哲 郎(福 岡) N

lOO吉 野 順 夫(千 葉)親

の

t

人

王

子

.

原

私

y

像



第14回 千葉県移動美術館

会 場 ①八日市場市立公民館

会 期 ②栄町役場町民ギャラリー

①平成2年11月20日(灼-12月2日(口) 11日間

(② II 12月5日㈹-12月18日(火) 14日間

展示点数 ①50点(夢50点

入場者数 ①1,100人 ②1,307入

館収蔵作品を中心に県展受賞作品の一部を加えて移動展覧

を行い,美術品が身近に鑑賞できる機会を提供した。

No. 作家名

「館収蔵作品」

く日本画〉

宮
島

取

多

3 立 石

4 渡 辺

5 松 尾

作 晶

出 品 目 録

名 制作年

1

6

7

3

3

6

6

7

9

9

9

9

‖
‖
〇
〇
回
‖
=

=

‖

光
趣

女
野

海

狗

の総

朝
秋

下
原

堂
郎
美
学
男

風
説
春

敏

く洋 画〉

1浅 井

2 都 鳥 英

3 石 井 柏

4 小 山 周

忠
吉
事
次

藁

洛

安

山

5 黒 田重太郎 女

6 安井曽太郎 熱

7 梅原龍三郎 皇

8 原 勝 郎 京

9 鶴

10石

11椿

12 中

13不

14小

書
式
貞
利

田
橋

西
破
堀

15寺 田 政

く版 画〉

1浜 口 陽

郎
治
雄
雄
章
進
明

三

早

屋

の

倍
宝

レ
し

」
“
「

小
附

と
海

頃

4

7

3

8

9

8

1

確
り
=根

春

柑
犬
近
居
橋
岳
士

図

トリエール・シェール・セーヌ

裁 縫 女

レ マ ン 湖 畔

犬吠灯台の見える外川港

緑 の ぶ ど う

2 II ピーマンのある静物

3 星 裏
一 星 の 森 (大)

4 II 大 樹

雄幸沢深5 影(メ ヒ コ) A

6 II 掌 の 中 の 影

7 池田満寿夫 シンデレラの広告

1

8

9

0

5

9

9
頃

0

3

2

5

6

2

2

8

5

5

6

5

3

4

6

8

9

9

9

9

9

9

9

5

9

9

9

9

1

1

1

1

1

1

1

9

1

1

1

1

1

8

0

1

7

4

6

6

5

6

7

7

7

7

6

9

9

9

9

9

9

9

1

1

1

1

1

1

1

平
成
2
年
度
千
葉
県
生
恋
学
田
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
惚
貫
尊
厳

胴
千
葉
県
移
動
美
術
館

平
成
2
車
用
月
2
0
日
(
火
)
̃
ほ
月
2
目
(
日
)

平
成
2
年
1
2
月
5
日
(
水
)
̃
毎
月
記
月
(
火
)

田
鶴
鴫
椅

子
筒
〇
日
̃
中
農
4
●
0
0
0

●
何

億
各
日
∴
亀
暮
二
〇
・
能
原
二
川
〇
㍍

)

八
日
市
場
市
立
公
民
館
∴
∴
∴
∴
架
町
殺
塙
町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

三
億

千
源
治
を
其
鯖
節
∵
八
日
市
掘
市
散
骨
斐
民
会
・
蹴
り
餌
麿
蕉
風
会

No. 作家名 作 品 名 制作年

8 池田満寿夫 S ome t hi ngl 1966

く彫 刻〉

1高村光太郎 薄命児男 子頭部
2 大 川 遣 一 聖 観 音

3 佐 藤 忠 良 ラ ッ プ 帽

4 舟 越 保 武 婦 人 像

く

1

2

3

4

5

ヽ
/芸工

秀
信
原

取
田
之

香
津
富

一
逸

喬
治
紀

島
山

田

田
木
谷

鹿
秋
信
藤
鈴
神
都

浅
大
鈴

1

2

3

真
夫
謙
谷
生
洋
平
平
雄

見 喜 舟

鳩 香

変 貌 七

炉
色

家 族 磁 鉢

布目家族菱つなぎ文面錬水差

蝶 貝 家 族 箱

装 瓶 (棲)

飾 筈 朱 雀

湿 原 の 詩

鉄絵鋼彩椿絞壷

古田漉掃浄無塵
石 隆 子 待 君

木 方 鶴 万

5

7

2

5

0

6

8

8

9

9

9

9

‖

刊
‖
○
○
囲
‖
=

=

9
3

9
6

9
8

9
6

〃

9
7

9
7

9
8

1

1

1

1

1

1

1

「第42回県展受賞作品」

1岩 谷 洋 子 異 国 の 華 1990

(日本画・県展質)

2 鴇 田 喜 美 ひ と つ の 時 間
(洋画・県展賞)

3 三 島 喜 一
た た ず み

(彫刻・県展賞)

4 清 野 一
郎 Mo o n l i gh t

(工芸・県展算)

5 高 橋 心 行 五 絶

6 亀山宮 日 子 向

二 首
(書・県展賞)

日 英
(日本画・文部大臣奨励賞)

-
」
轍
雨
闘
脳
曜
踊
曜
旺



年

6

栄町

(栄町役場町民ギャラリー)

八日市場市

(八日市場市立公民館)
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普 及 事 業

美術講演会は,展覧会に併せ年5回開催した。

実技講座は,経験者を対象とした美術館講座6種10講座(延

92日)を開催した。

図書は,年間223冊収集し,現在3,607冊を収蔵し,情報資料

室に於いて県民の利用に供している。

刊行物は展覧会に併せた図録,チラシ,ポスター,目録,更

に館報2回,房総の美術史12回,年報,事業案内,館概要など

を刊行した。

そのほか,友の会事業による初心者を対象とした実技講座2

種6講座(延32日),美術鑑賞の旅等をはじめ,博物館実習生の

受け入れ(5大学6人),関東地区博物館協会等の協力を行っ

た。

-26鵜
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教育普及

美術講演会

美術に対する関心や理解を深める機会として,展覧会に併せ

て美術講演会を実施した。

特別展「石井林響をめく・、る画家たち」では,会期中2回の講

演会を行っ’た。まず6月16日に美術評論家の細野正信氏が,ス

ライドを交えて石井林響の生涯を回顧しながら,その画風や美

術史上の位置について講演された。次いで7月7日に美術評論

家の鈴木逸民が,石井林響か後世に残り得る優れた技量の画家

であること,日本伝統の水墨画がもっと正当に評価されてよい

こと,現代における本展の意義についてなど,幅広い視点から

話された。

企画展「鈴木方鶴展」では, 9月22口に開催した。長年、鈴

木方鶴と親交のあった書家の高澤南総氏が,氏自身の手による

方鶴の書の模写等を使用され,氏の書に対する考えを織I)交ぜ

ながら,方鶴の書の特質や味おい,さらに人物評などをねかり

やすく親しみをこめて語られた。当し=ま方鶴と交友のあった書

の仲間や教え子等も多数つめかけた。

企画展「第2回浅井忠記念賞展」では, 1月19「=こ本展の審査員で大阪大学教授の原田平作氏が,スライドを

用いながら,近代洋画の発展に大きな功績を残し,リアリズム絵画を追求した浅井忠の画風の特徴とその現代的

意義を中心に講演された。

特別展「マi)-・ローランサン」では, 2月23日に美術評論家の瀕木慎一氏が、スライドによ(),ローランサ

ンの画風の変遷や特徴,その時代的背景,また彼女を取り巻く人々について詳細に論じられた。ローランサン

の人気と柏俣って会場には何時にも増して遠方から多数のファンがつめかけた。

No. 期 日 演 題 講 師 聴講者数 

1 

6月16日出 

2時へ 
石井林響とその時代 細野正信(美術評論家) 181人 

2 

7月7自任) 

2時へ 
南画と近代日本画 鈴木 進(美術評論家) 152人 

3 

9月22日仕〉 

2時へ 
鈴木方鶴さんのことへ人と書へ 高澤南総(書家) 200人 

4 

1月19自任) 

2時へ 
浅井忠と現代 原田平作(大阪大学教授) 116人 

5 

2月23日出 ローランサンの芸術へその魅力と秘 
瀬木慎一(美術評論家) 200人 

2時- 密- 
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実 技 講 座

(1)日本画講座

期 日 平成2年6月19日(灼・20日㈱・21日㈹・23日仕)・24日(日)・28日㈱

29日給十30自任)・ 7月1日(口〉・ 3日(灼・4日㈱・ 6日給)

(12日間/うち講師指導日数8日間)

講 師 斉藤 惇氏

受講者数18人

内 容 経験者を対象として,花・くだもの・人物等のモチーフにより制

作した。同時にドーサの作り方・絵の具・にかね・筆・紙等の材

料・道具の取り扱い方など基礎的な学習の後,彩色の技法につい

で学習した。

(2)洋画講座

期 日 第1期 平成2年5月8日(灼・9日的・10日㈱・11日㈲・17日㈱

18日給上19自任)・22日(灼・23日㈱・24自体)

第2期 平成2年8月28日(灼・29日㈹・30日㈱・31日給上9月4

日(火)・ 5日㈱・ 6日休)・ 7日給上8日比)・ 9日(日)

(各10日間/うち講師指導日数は各7日間)

講 師 第1期 熊谷 文利氏

第2期 小林 数氏

受講者数 第1期 32人

第2期 32人

内 容 経験者を対象として,第1期は,花,人物を,第2期は,静物・

風景をモチーフとして,デッサン,構図,彩色などをはじめ,よ

り幅広い表現について学習した。

(3)版画講座

期 日 第1期 平成2年5月23日㈹・24日㈹・26日比)・27日(口)・29日(灼

30日㈱・31日㈱・6月2自任)・3日(日)・6日㈱・7日㈱

8日給)

第2期 平成2年11月27日(灼・28日㈱・29日㈱・12月1日㈲・ 2

日(日)・4日(灼・ 5日㈹・6日㈱・7即翁・11日(灼・12日

㈹・13自体〉

(各12日間/うち講師指導日数は各7日間)

講 師 第1期 増田 陽一氏

第2期 牛玖 健治氏

受講者数 第1期 9人

第2期15人

内 容 経験者を対象として,銅板・亜鉛板を素材に,凹版画の制作を通

して材料や用具の扱い方,エッチングやアクアチントなどの各技

法,更に刷りの技法について学習した。
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田
圃
騨
園
田

(4)彫刻講座

期 日
平成2年11月3日出・4日(日)・6日(火)・8日㈱・10目性)・11日(日)

13日(灼・14日㈱・17白色)・18日(口)・20日(灼・23日㈱

(12日間/うち講師指導日数8日間)

講 師 酒井 良氏

受講者数 ユ0人

内 容 経験者を対象として,石を素材に,人物・動物・石仏など立体の

表現方法,更に道具の取り扱い方を学習した。

(5)陶芸講座

期 日 第1期 平成2年6月12日(灼・13日㈹・14日㈹・7月19日㈱・20

日㈱・21自任)・22日(円)・ 8月26日(日)・ 9月14日㈲

第2期 平成2年10月23日(灼・24日㈹・25日㈱・11月20日(灼・21

日㈱・22日㈱・23日㈲・12月18日(灼・ 1月11日㈱

(各9日間/うち講師指導日数は各5日間)

講 師 第l期 明石 昇氏

第2期 鎗日 和平氏

受講者数 第1期 32人

第2期 31人

内 容 経験者を対象として,第l期は信楽土を素材にかき落とし,象韻

など,第2期は信楽土・半磁器土を素材に,上絵付などをはじめ

土,ロクロ,窯詰め,施粕,焼成等について学習した。

(6)書芸講座

期 日 第1期 平成2年9月19日㈹・20日㈱・22日出

第2期 平成2年11月27日(灼・28日㈱・29日㈱

(各3日間/うち講師指導日数は各3日間)

講 師 第1期 高木 束扇氏

第2期 中村 象閣氏

受講者数 第l期 25入

籍2期18人

内 容 経験者を対象として,第1期はかな,第2期は漢字を中心に様々

な表現について学習した。
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情報資料室

毎週火一金曜日(祝日・休館日を除く)12時30分へ4時30分間室し,

県民の方々の美術情報資料(図書,雑誌,図録,新聞等)の利用に

供した。また,特別展や企画展の開催に伴い,展覧会への一層の興

味と理解を深めていただくため,関係図書類のコーナーを設けるな

ど時宜に併せた対応に努めた。さらに,各地の展覧会やイベントに

ついて,資料室前のロビー等でポスター,チラシ,ポストカード,

情報誌などにより情報提供を行った。

なお, 2年度の収蔵図書については140冊を購入, 83冊を受贈し,

美術情報資料の充実を図った。

購入

書 名 刊行年 発 行 所 編 著 者 名 

美術総記 世界美術の旅1パリ物語上 1988 世 界 文 化 社 

五木寛之,NHK取材班 

II 2 Il 下 II 牛 

I1 3ロンドン物語士 Il Il 

l1 4 II 下 II II 

II 5ニューヨーク物語上 II II 

II 6 II 下 II 当 

II 7ヘルト・オラガ蛎吾 申 II 

II 8ドイ ツ物語 II II 

II 9ローマ物語 1989 Il 

II lOフィレンツェ物語 II II 

II llオーストリア物語 II II 

II 12スペイン物語 II II 

NHKオルセー美術館 1 1990 日本放送出版協会 
II 2 II II 

I1 3 II 牛 

I1 4 甲 II 

NHKエルミタージュ美術館1 1989 日本放送出版協会 
II 2 Il II II 

I1
3 II り II 

II 4 II II II 

II 別巻 II II II 

美術館シリーズ1オルセ美術館 II み す ず 書 房 ミシェル・ラクロットほか 

II 2アムステルダム国立美術館 1990 II エミール・メイエル 

日本美術家事典1990年版 1989 オーアンドエムI)ミテッド 藤森耕英著篠原美智子はか細 

現代名工・職人人名事典 1990 日外アソシエーツ 口外アソシ工-ツ 
世 界 美術大 事典 6巷 1989 小 学 館 相 賀 徹 犬 

ベ ル リ ン 美 術 館 束 1987 岩 波 書 店 ギュンタ一・シャーデほか 

II 西 1989 II アンドレアス・グローテほか 

和英対照日本美術用語事典 1990 東 京 美 術 和財憾日本美棚語辞馳礁委蛤 

中 国博物館総覧 上巻 II 中国博物館総覧刊行委員会 黎 先 耀 
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書 名 刊行年 発 行 所 編 著 者 名 

美術総記 美術・デザイ ン賞事典 1990 日外アソシエーツ 

日外アソシエーツ 佐々木英也ほか 

芸術・美術に関する10年間のZ睦言志文歌口録 昭和50-59年I一般・理論・芸術史 1987 II 

芸術・美術に関する10年間の雑誌文献目録 昭和50臆59年重工絵画・書・彫刻・写真∴二工芸 II II 

避架に関する10年間の雑誌文献目録 昭和50臆59年 lI 
II 

オックスフォード西洋美術事典 1989 講 談 社 

20 世 紀 の 芸 術 1 II 岩 波 書 店 阿 部 良 雄 ほ か 

lI
2 Il Il 轡 田 収 ほ か 

II
7 1990 II 藤 枝 晃 雄 ほ か 

II

8 り ll 多 木 浩 二 ほ か 

I1
9 II II 谷 川 渥 ほ か 

絵 画 中 村 雰 画 集 1984 日 動 出 版 廣 田 整 司 

ロ マ ン 派 1990 中 央 公 論 社 ジ ャ ン・ク レ イ 

ホックニー画集 ひとつの回顧 1988 リ ブ ロ ポ ート アール・ヴィヴァン 
名 画 の 技 法 1987 メ ル ヘ ン 社 ヴァルデマル・ヤヌシチャク 

現代美術の巨匠 マックス・エルンスト 1990 美 術 出 版 社 ぺレ・ジムフ工レール 

II マルセル・デュシャン り lI グロリア・モウレ 

モダンマスターズシi)葛ズアンディ・ウォーホル II Il カーター・ラトクリフ 

Il ジャクスン・ポロック 1989 Il エリザベス・フランク 

ll ヴィレム・デiターニング II II ハリー・F・ゴーグ 
II アーシル・ゴーキー II II メルヴィン・P・レーダー 

ll ジョージ・シーガル 1990 lI フイI)ス・ダノクマン 

II ジャスパー・ジョーンズ II II リチャード・フランシス 

松本竣介 デ ッ サ ン 集 1977 高 澤 学 園 創形美術学校ほか 
ヒエロニムス・ポッス全作品 1990 中 央 公 論 社 

高階秀爾 津野久雄 

マリー・ローランサンの扇 1985 集 英 社 

夜の手帖 マi)-ローランサン詩文集 1977 六 興 出 版 

虹 の 上 の 舞 踏 1989 求 龍 堂 

宋元明清書画名賢詳伝 全4巻 1973 思 文 閣 出 版 山本悌二郎,組成虎一 

巨匠の絵画技法1巻 ゴ ッ ホ 1988 エ ル テ 出 版 W・ハ ー テ ィ 

II 2巻 モ ネ 牛 
II T・コプルスト ン 

II 3巻 ゴーギャン II lI レ・ボ ウ ルト ン 

II 4巻 ド ガ 1989 Il II 

II 6巻 ターナー II II W・ハ ー デ ィ 

彫 刻 淀 井 敏 夫 作 品 集 II 講 談 社 淀井敏夫著第一出版センタ一編 

石 井 鶴 三 全 集 別巻II II 形 象 社 石 井 鶴 三 

工 芸 佐 々 木 象 堂 作 品 集 lI 新潟 日報事業社 
荒 )ii 浩 和 螺 銅 1985 同 朋 舎 出 版 

原 色 陶 器 大 辞 典 1972 淡 交 社 

加藤唐九郎 河村薫太朗 

陶芸の絵文様下図と絵付近代編 1989 求龍堂グラフィックス 

や き も の を つ
く る 1965 美 術 出 版 社 

京 都 窯 芸 史 1984 淡 交 社 中 ノ 堂 一 信 

近 代 日 本 の 色 絵 磁 器 1979 II 東京国立近代美術館 
河 合 卯 之 介 の 世 界 1982 求 龍 堂 河合紀,吉田善彦 
日 本 の 名 随 筆「陶」 1986 作 品 社 白 洲 正 子 

陶 磁 器 染 付文 様 事典 1989 柏 書 房 三杉隆敏,榊原昭二 
現 代 陶 器 の 彩 飾 技 法 1988 修 学 館(明現社) 素 木 洋

一 

茶 道 美 術 鑑 賞 辞 典 1987 淡 交 社 池 田 巌 ほ か 

京焼百年のあゆみ 2分冊 1962 京都陶磁器協会 藤 岡 幸 二 
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書 名 刊行年 発 行 所 編 著 者 名 

京焼きの文様 デザイン集成I 1986 京 都 書 院 シ
ー グ 社 出 版 

II
II II II Il 

や さ も の 事 典 1985 平 凡 社 下 中 邦 彦 

し な の の 陶 磁 器 1982 信濃毎日新聞社 安藤裕,城取呂史 

書 書 道 技 法 事 典 1990 木 耳 社 阿 保 直 彦 

版 画 ロ ート レ ック 全版画1 II 岩 波 書 店 ウれレフガンゲウィトロック 

II

2 II II 申 

一般・参考図書 大 正 ニ ュ ー ス 事典 量 1989 毎日コミュニケーションズ 

日本書籍出版協会 

II H 1988 II 

// IⅡ 1987 lI 

lI 量V 1989 lI 

II V 1988 申 

II V重 II II 

// V看I 1989 II 

Il 総索引 II II 

日本書籍総目録1990書名編アース 1990 日本書籍出版協会 
II セーン II 申 II 

II 索引編 II II II 

出 版 年 鑑1990 全2巻 II 出版ニュース社 出版年鑑編集部 
千葉県の教育に灯をかかげた人々1巻 1989 千葉県教育会館 

「千葉県の教育に灯をか かけた人々」編集委員会 

II 2巻 II II Il 

I1 3巻 1990 卑 

牛 新潮社辞典編集部 

ロ ワ イ ヤル仏和 中辞典 1986 旺 文 社 

新 潮 世 界 文 学 辞 典 1990 新 潮 社 

房 総 人 名 辞 書 1987 国 書 刊 行 会 千葉毎日新聞社 
千 葉 県 地 名 大 辞 典 1984 角 川 書 店 

竹内埋三 一マイケル・グラント ジョン・ヘイセでル 

神 道 人 名 辞 典 1986 神 社 新 報 社 

ギリ シャ・ローマ神話辞典 1990 大 修 館 書 店 

欧米文芸登場人物事典 Il II 中 村 栄 子 

来 日 西 洋 人 名 辞 典 1989 日外アソシエーツ 竹 内 博 

昭 和 ニ ュ ー ス 事典 I 1990 毎日コミュニケーションズ 

II

II 卑 II 

千葉師範付小「自由教育」全6巻 1974 宣 文 堂 書 店 

雑誌(合冊御) 雑 誌 国 面 会27冊 194十43 塔 影 社 楠 正 保 

雑誌「陶磁」完全復刻版 全13巻 1990 国 書 刊 行 会 東洋陶磁研究所 
大 日 本 美術 新 報 全5巻 II ゆ ま に 書 房 

書 名 刊行年 発 行 所 編 著 者 名 

美術総記 昭 和 の 美 術 2 11へ20年 1990 毎 日 新 聞 社 堀 田 進 弥 

I1 3 21へ30年 II II 
II 

II 5 41へ50年 り II II 

II 6 51へ64年 

1991 1990 1990 

II 

II 能登印刷出版部 

′′ 別冊 日本の美術館ガイド II 

石 川 県 の 博 物 館 能登印刷出版部 
The Hidden order 講談社インターナショナル 芦 原 義 信 

日本芸術メダル協会創立20周年記念誌 日本芸術メダル協会 鈴 木 健 之 
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書 名 刊行年 発 行 所 編 著 者 名 

わ た 〈 し 美術館 第3巻 1987 文化書房博文社 尾 崎 正 教 

必 携 中 国 美 術 年 表 1990 芸 心 社 山 崎 重 久 

千 葉 県 の 文 化 財 り 千葉県教育委員会 

千葉県教育委員会 三輪敦 

美術 日本近代思想大糸17 1989 岩 波 書 店 

反骨の人 大島隆一遺稿追悼集 1990 大 島 ま き 

絵 画 前 田 吉 男「美 の 世 界」 1989 前田吉男追悼事業実行委員会 前田吉男追悼事業実行委員会 

美 か ら 美 へ 1990 ローダ)」の友事務所 加 藤 進 治 

時 曲 直 書 画 集 lI 時 の 美 術 社 菊 池 明 子 

中 島 千 波 画 集 さ の ね II 朝 日 新 聞 社 中島千波著柏鶴i彩鳳堂醐編 

美 と の 対 話 II 東 京 梅 田 画 廊 

大日本絵画 青木正江 

み の わ 淳 作 品 集 II 正 進 社 

青 木 捷 美 画 集 1989 青 木 正 江 

平山郁夫全集第2巻歴訪大和路 1990 講 談

社 アトプルトインターナショナル 

平 山 郁 夫 

中 村 貞 夫 画 集 第5巷 1991 中 村 貞 夫 

瓦礫の街から FromTheRuins1945- 1990 遠 藤 健 郎 

中村善策 風景と の対話 II 北 海 道 新 聞 社 鈴木正賞著北海道近代美術館編 

美 の 美 百 華 Il 日本経済新聞社 圏 域 寺 次 郎 

昭和の文化遺産 第1巻 日本画I II ぎ ょ う せ い 細 野 正 信 
II 第3巻 洋 画I II II 富 山 秀 男 

誰にもできる名画の技法 油絵 II 日本経済新聞社 小 松 崎 邦 雄 

中 島 千 波 画 文 集 四 季 申 日本放送出版協会 中 島 千 波 

幕末明治京洛の画人たち 1988 京 都 新 聞 社 原 田 平 作 

優 駿 賛 歌 1990 京 都 書 院 

中畑州人 朴信愛 
玉 之 内 満 雄 画 集 1989 愛美美術貨石考古博物館 

郭 徳 俊 作 品 集 中 美 術 公 論 社 

江 藤 哲 画 集 全4冊 1990 江藤哲画集刊行会 江藤哲著 井上哲邦編 

現代の日本画7 東山魁夷 II 学 習 研 究 社 刺魁夷,尾崎正明著梱二郎編 

東 山 魁 夷 第5巻 障壁画 

II 1990 

講 談 社 

東山魁夷 日本美術院百年史編集室 

池田満寿夫コラージュ作品集 番 町 画 廊 

日本美術院百年史 2巻上〔図版編〕 日 本 美 術 院 

II 下〔資料編〕 II 
II II 

金光松美作品集1961へ1990 II 山 木 美 術 ㈱ ア ラ ベ ル 編 

スケ ッ チ紀行 房総の駅 II 東日本旅客鉄道千穀杜ファンシー キ ュ レ イ ターズ 
松本陽子の絵画光琳社の画集3 II 光 琳 社 出 版 尾 野 正 晴 

李 維安李 静安 達 画 集 1989 李 維 安 李 静 賽 陳

汝顧 中島清之暑中島津光編 

田 中 実 作 品 集 1991 田 中 実 

中 島 清 之 画 集 り 日本放送出版協会 

東山魁夷館所蔵作品集I II 信濃毎日新聞社 東 山 魁 夷 

II
II II II II 

山 口 豊 専 画 集 II 山口豊専画集編集委員会 山口豊専画集編集委員会 

彫 刻 中 村 晋 也 一 作 品 集
- 

II 南 日 本 新 聞 社 常 盤 会 

何もすることがない彫刻家は釣りにでる 1990 ブレーンセンター 福 岡 道 雄 

流 政 之 牛 江 戸 堀 画 廊 武 市 憲 治 

千 野 茂 作 品 集 II 国 画 会 彫 刻 部 千野茂著国画会彫刻部編 

明 治 の 彫 塑 1991 文 彩 社 中 村 停 三 郎 

工 芸 加 守 田 章 二 作 品 集 1990 禰 生 画 廊 

与 勇 輝 与 勇 輝 作 品 集 II 彩 鳳 堂 画 廊 

エッル・ソット恢・アドバンストiスタディズ1986/1990 II 山際照明造形美術振興会 ゾノトサス・アソシエイツ 



書 名 刊行年 発 行 所 編 著 者 名 

工 芸 南 部鉄 器 そ の 美 と 技 1990 岩手購部鉄器嗣組合連合会 南部鉄器協同組合 

宮田宏平金工NHK工房探訪つくる7 古賀大層作品集 宮本憲苦著作集 

1991 日本放送出版協会 境 弘 文 

1981 五 月 書 房 富本憲吉,辻本勇 
書 愛と炎と夢 千代倉桜舟作品集 1990 十 代 倉 桜 舟 

西 川 寧 

北 田 岳 洋 書 作 集 1989 北田岳洋先生米寿記念展運営委員会 

黄 葉 筆 lI 東葉山万福寺全日本煎茶道連盟 

靖 国 雑 纂 II 西 川 ふ ぢ の 

版 画 二 見 彰 一
銅 版 画 集 1987 阿 部 出 版 小川正隆ほか著阿部出版編 

加納光於〈まなざし一痩〈飛末を辿れ〉 1990 ギャルリーユマニテ名古屋 井村博志ほか編 
森岡完介全版画1973-1990 当 M O K 

写真"映像 地 球 の 顔 

II 1988 

講 談 社 Georg Gerster 

ク ラ シ ッ ク 銀 座 ぎ ょ う せ い ぎょ うせい編集部 

∴‖中子:∴::丁子: FESTIVAしDEOTONO 

ト ミ タ・サウンドタラワト\イン ト ミ タ・サウンドクラウド イン 

長良川i実行委員会 1く良)町大石‾委1は討.王が 

ENMADRID

1984臆1988 華と 詩 と 1991 江 尻 ゆ り 子 江 尻 ゆ り 子 

デザイン 色 の 見 本 帳 1989 ご ま 書 房 千 々 岩 英 彰 

一般図書 ちぼ入国記IⅡ 教育文化編 1990 毎 日 新 聞 社 毎日新聞千葉支局 
千 葉 県 歴 史 の 人 物 1988 暁 印 書 館 荒 川 法 勝 

あ な た の府県の花 と 鳥 II 八 宝 堂 日本図案家協会ほか 

回春堂永 吉の眼科病院 1990 永青の眼科病院 千葉保次著洋本二部「」編 

性 の ポ リ フ ォ ニ II 世 界 思 想 社 原田平作、溝口宏平 

蛇 谷 遺 跡 1989 
i高原正教台委員会,高原両 国分七三台上地区〇両鮮理系性合 

滝 口 宏 

国会開設に尽くした孤高の民権家櫻井静 1990 芝 山 町 役 場 耕静観を偲ぶ会実行委員会 

分類別図書数
(平成3年3月31日現在)

分 類 減船度まで i「減2年使 計 

美 術 総 記 l,109 53 1,162 

絵 画 924 64 988 

彫 刻 143 7 150 

工 芸 227 25 252 

∃圭 
114 5 119 日 

版 画 87 5 92 

デ ザ イ ン 25 1 26 

写真・映像 150 5 155 

そ の 他 45 0 45 

雑誌(合冊・復刻) 284 19 303 

一 般 図 書 276 39 315 

合 計 3,384 2231 3,607 

区 分 臓7昨塵で 平成2年度 計 

購 入 図 書 1,932 140 2,072 

受 贈 図 書 1,452 83 1,535 

(展覧会図録を除く)

刊行物一覧
名 称 規格 真数 発行部数 

千葉県立美術館報 VoL17No.1-2 B5 6 各2,000 

平成元年度版 千葉県立美禰・館年報 B5 58 1,000 

常設収蔵作品展 日∴∴∴∴録 B5 1、朝出葵町 
音工、2期十葛)(川 音5期2、用In 

ポ∴ス∴ク
ー A2 1 1,000 

特別展「石井朴轡をめぐる画家たち」図 録 B5 100 1,000 

ち ら し B5 2 30,000 

ポ ス タ
ー B2 1 1,000 

車内吊ポスター B3 1 2,000 

特別展「マリー・ローランサン」図∴∴∴∴録 24X25 94 1,000 

ち ら し B5 2 30,000 

ポ ス タ
ー B2 1 l,500 

車内吊ポスター B3 1 2,000 

企画展「鈴木方鶴展」 図 録 B5 36 十)い 

ち ら し B5 2 5,000 

ポ ス タ
ー A2 1 1,000 

企画展「第2回浅井忠記念賞展」募 集 要項 B5 8 10,000 

図 録 24X25 52 l,500 

ち ら し B5 2 10,000 

公募用ポスター B2 1 5,000 

展覧会ポスター B2 1 1,000 

房 総 の 美 術 史 No.79へ90 B5 4 各500 

平成 3 年度事業案内 A4変形 3折 20,000 

千葉県立美術館概要 A5 8 3,000 
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活動協力

千葉県立美術館友の会

1.日 的

’’みる・かたる・つくる,,という美術館活動に積剛勺に協力し・楽しいふんい気のなかで教養を豊かにし,
美術文化の向上をはかり会員相互の親睦を深める。

2.組 織

(1)会員数 個人会員738人 賛助会員9人

(2)役 員 名誉会員6人 会長1人 副会長3人 監事3人 理事若干数
3.事 業

(1)友の会だより’’しおさい’’の発行,年3回。各1000部印刷し,会員に配布した。

(2)第15回葉美会展の開催 会期/平成2年7月24一間へ7月29日(日)出品者28人 展示点数48点
(3)秋の美術鑑賞の旅 美術品や文化財を訪ねながら親睦も深めるために実施した。
①日 時10月12日(鈎

②行 先 松戸市(蔵づくり美術館・万満寺・本土寺) ・相市(砂)Ii美術「二芸館)
③参加者数 45人

(4)館事業への協力

館に協力して,特別展等の離京販売・実技講座の開催のほか,講演会など県民アトリエ事業に積極的に
参加した。

(5)その他

テレホンカード・絵葉書・額縁・額絵の販売

4.平成2年度 友の会実技講座

講 座 名 期 日 日数 受講有数 i講

師 五十嵐光昭 

洋 画 入 門 講 座(1) 6月22・23・24・26・27・28日 
6 36 

(鈎(廿(日)(火)㈹(栂 
/I

(2) 7月24・25"26・27・28・29日 
当 35 根 岸 茂 行 

(灼 ㈱(杓(翁(凸(日) 
/I

(3) 12月1・2・4・5・7・8口 
当 39 松 沢 茂 雄 

(凸(日)(灼 ㈱ ㈱(凸 
lI

(4) 
1月27「十 2月3・10・11・17・24臆す 

I/ 44 天 野 三 郎 
(日) (口)(口)(月)(日)(日) 

デッサン入門講座(1) 8月23・24・25・26 
4 38 根 岸 茂 行 

(菊∴㈲(巾(日) 
′I

(2) 
10月25・26・27・28 

II 37 五十嵐光昭 
休)(鈎(廿(H) 

田
山
○
○
間
刷
〇
〇
四
_
〇
〇
〇
叩
’
山

間
"
肌
○
○
凧
仙
○
○
凧
刷
○
○
同
,
山

間
格
は
○
○
叩
〇
〇
〇
〇

〇
四
〇
〇
m
刷

門
田
〇
〇
回
は
〇
日
皿
○
○
凧
刷

町
田
〇
〇
〇
田

富
血
○
○
川
皿

0

0

-
」
J
 
O

Ⅲ
〇
〇
〇
〇
検
問
-
仙
○
○
。
m
’
肌

0

0

∩
‖
)

2

∩
‖
>

0

0

∩
‖
)

0

0

0

0
0

馴

0
0

㈹

0
0

博物館実習
関係各大学の依頼により学芸員資格取得希望の学生を下記のとおり受け入れた。
平成2年8月6 【」(月)-8月11日仕)

実践女子大学l人・東京学芸大学1人・大阪芸術大学l人・白梅学園短期大学1人,跡見学園女子大学2人
(計6人)

そ の 他

関東地区博物館協会

平成元年6月に埼玉県一立博物館よ「上関東地区博物館協会事務局を引き継ぐ。平成2年度事業は次のとおりであ
った。

平成2年6月13「J㈱ 理事会・総会・研究会(ちぼ共済会館)
6月14日㈹ 見学会(千葉県立中央博物館・千葉県立美術館)
11月14日㈱ 研究会(茨城県近代美術館)

平成3年l月16口㈹ 機関紙「関東の博物館」 15号の編集会議(茨城県近代美術館)
3月14日㈹ 理事会(千葉県立美術館)

3月25日(月)機関紙「関東の博物館」 15号の発行
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資料貸出一覧

作 家 名 作 品 名 出 陳 展 覧 会 名 会 期 ・ 展 示 会 場 貸 出 先 

鴨川誠一 II 当 当 II 当 年 当 II II 年 
花火 ノエル 美女と野獣 男A 女と鳥 庭の彫像 女たち 田園 野の女 裸女と仏陀 花B 

「鴨 川 誠 一」絵 画 展 2.5.7へ5.12 ニューヨーク市世界貿易センター 鳩 用 宏 

椿

貞雄 林倭衛 鋸山から見た房総半島 岩和田海岸 

「名画にみ る 日 本の海」 2.6.1へ6.17 横須賀市はまゆう会館 横 須 賀 市 

石橋武治 石井柏手 水辺初夏 佐原 
「描 か れ た 水 郷」 2・6il-6.30 千葉県立大利根博物館 千葉県立大利根博物館 

浅井 忠 椀 庭時 代 画 帳 「名 画 家 た ち の 十 代」 2.5.3へ5.9 名古屋・三越栄本店 朝日新聞名古屋本社 

田中善之助 中 椿貞雄 足立源一郎 当 

聖護院の裏 出

町 自画像 下加茂の森 あは田 

2.6.16へ7.15 大阪・つかしんホール 

石井柏手 椿貞雄 II 

老 大

々 八重子像 横堀角次郎兄像 

「大 正 の 洋 画 展」 2i7・1-8i5 新潟県美術博物館 新潟県美術博物館 

浅井 忠 石 膏 臨 画 「浅 井 息 展」 2.8.4-9.2 浜松市美術館 浜 松 市 美術館 
II 女の顔(模写) 2,9.2l-10.14 広島県立美術館 広島県立美術館 
中 風 景 (1) 読 売 新 聞 社 

II II 年 中 当 当 II II 年 Il II 当 II Il II 当 II II II 中 宮 II II 当 

鍛冶橋 玉川 人物立像 曳舟通り 磐梯山の図 スケッチ(房州白浜) 平城大仏鐘楼 スケッチ(房州乙浜村) 母の肖像 西洋婦人 フォンテンブローの夕景 農家 奈良郊外 中沢岩大像 欧州市場風俗 帆船の図 糸をくる女 かぶとの図 老母像 婦人像 樹 千石船 桶とせいろ はたらく婦人 

美術館連絡協議会 
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作 家 名 作 品 名 出 陳 展 覧 会 名 会 期 ・ 展 示 会 場 貸 出 先 

浅井忠 II 当 年 II II Il 年 中 II II 牛 lI II 当 Il 当 II 当 Il 十 年 当 当 Il 当 lI II II II lI II 当 年 lI 中 当 年 lI 当 II II 当 年 II II 中 年 当 当 年 

民家(l) 民家(A) 欧州風景 亀の閃 韓信図 鑑旭図 寵を背負う女 茶器(黙語図案) 農家風俗画手塩皿 茶器(猿蟹合戦図) 当世風俗五十番歌合(2番) I′(7番) I′(15番) 犬と人力車 

沢入駅 平壌大同江煉光亭 貌子窟第二軍司令部 金川城南門外 金州域壁上 農婦 洋上の夕陽 田植之関 松 梅 古城(子規句) 人物風俗図 盗賊 参詣 図案画稿(花瓶図) II(女神図) II(戸棚図) 花 園案画稿(ダチョウ図) II(木かげの女) 

(浜 松 市 美 術 館 の み) 

渓流 藁屋根 パリ公園 フォンテンブローの森 男性裸像 琵琶法師 金州城外之図 ほしかき 狂女(子規句) 子規居士弄丹青図 もろこしの図 もろこしと鳳仙花 参詣 図案画稿(魚の図) II(モロコシの図) 大原女 図案画稿(花木) 

(広 島 県 立 美 術 館 の み) 



作 家 名 作 品 名 出 陳 展 覧 会 名 会 期 ・ 展 示 会 場 貸 出 先 

浅井 忠 

幸 図案画稿(渓流) Il(鉢の図) 

「浅 井 忠 展」 (広 島 県 立 美 術 館 の み) 

帖佐美行 謀と鶴楳いの為の酒器セ,′卜) 「帖 佐 美 行 展」 2.9,5-9.10

東急百貨店本店 2.9.13-9.18

松坂屋名古屋店 2.9.20へ9.25高島屋大阪店 

帖佐美行展実行委員会 

津旧信夫 ll 一.難玲碓 鋳鋼水盤 

「日 本 の 眼 と 空 間」 2,9.8-9.24 セゾン美術館 セ ゾ ン 美術 館 

浅井 息 

APictorialMuseum OfJapaneseManners andcustoms 

「日 本 美 術 の19 世 紀」 2.9.l-9.30 兵庫県立近代美術館 兵庫県立近代美術館 

香取秀真 霊獣文 大 花 瓶 「文化勲章受章作家展」 2.8.23へ9.4 松坂屋上野店 読 売 新 聞 社 

当 鳩 香 炉 

2.9.6-9.11松坂屋名古屋店 2.9.27へ10.2

松坂屋静岡I苫 2.10.4へ10.9松坂屋大阪店 

信田

洋 二山志保子 

装

瓶(棲) 細線訪問着 

「第 42 回 県 展」 2.10.17-11.11 千葉県立美術館 千 葉 県 美 術会 

安西順一 秋 晴 「安 西 順 一
作 品 展」 2.10.30へ11.18君津市立久留里城址資料館 君津市立久留里城址資料館 

鶴田吾郎 当 年 年 中 II 

池袋風景 自画像 存

在 蒙古の女 女 徳富蘇峰氏 

「近 代 洋 画 の 青 春」 2.10.21へ11.18 常葉美術館 常 葉 美 術 館 

河合新蔵 春 の 口 「信州ゆかり の水彩画展」 2.11.16へ11.20 長野県佐久創造館 長野県信濃美術館 

後藤工志 中林備 三宅克己 

ダリ

ア けしの花 小諸城址 

2.12.2へ12.9 長野県伊那文化会館 

笹岡了一 放蕩息子の帰宅 「笹岡了一・人と画業の軌跡」 2.10.16-12.16 流出市立博物館 流用市立博物館 
中西利雄 人物(婦人像A) 「絵画に よ る 同窓会展」 2.11.8-12.2 稲沢市萩須記念美術館 稲沢高萩須記念美術館 

中 II 

曇り日の離宮と駅 
音更_ 

2.12.9へ12.25 秋田市立千秋美術館 秋田市立千秋美術館 

南 仏 風 見 

西村昭二郎 新 雪 「西 村 昭 二 郎 展」 3.2.13へ2.17 茨城県つくば美術館 西 村 昭 二 郎 

浅井忠 中 フォンタネージ 当 コフン ローランス 

フォンテンブローの夕景 農

婦 森の空地の農婦 風景2 田園話 力ルカ/ルヌの幽閉者の解放 

「画家たちの青春と留学」 3.l.15へ2.11西宮市大谷記念美術館 西宮市大谷記念美術館 

三宅克己 五百城文哉 大下藤次郎 II 石井柏亭 申出利雄 不破章 II 小堀進 小諸城址 日光 青梅 久々子湖 病児 四人の女 描く0君 女 冬晴の果樹園 

「み ず ゑ の あ け ぼ の」 3.l.26へ3.10 徳島県立近代美術館 徳島県立近代美術館 

香取正彦 
当 金銅魚藍観音 鵬鉄工錯花瓶 

「鐘声無辺一香取正彦展」 3.3.9へ4.7 目黒区美術館 目 黒 区 美術館 
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収 集 事 業

資料収集については・日本画12点,洋画12点,彫刻1点,工芸

3点・書18点・版画1点・研究資料107点を新たに収蔵した。

その他・基金によりブールデルの彫刻など5点を取得した。
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収蔵資料

日 本画
番号 作 家 名 作 品 名 制作年 材 質・形 状 寸法(縦X横cm) 受入方法 

1 横 尾 芳 月 緑 陰 昭和34 紙 ・ 着 彩 181.0×136.0 購 入 

2 申 鏡 獅 子 昭和56 II 160.0×129.0 l/ 

3 II い で 湯 昭和55 卑 160.0×130.0 寄 附 

4 申 澄 心 昭和59 II 171.0×173.0 中 

5 II 春 風 昭和61 り 160.0×128.0 II 

6 石 井 林 響 岩 魚 つ り 大正15 紙・墨・淡彩 59,2× 69.2 II 

7 II 漁 礁 不詳 絹 ・ 着 彩 167.3×369.0 購 入 

8 小 宮 山 俊 赤 い 嶺(雪 稜) 昭和63 紙 ・ 着 彩 180.0×270.0 II 

9 ll 沙 羅 の 樹 の 下 昭和56 II 216.0×360.0 寄 附 

10 牛 白 い 嶺 昭和63 中 210.0×270.0 II 

11 牧野三生郎 赤 目 之 滝 不詳 紙 墨 28.0× 35.7 
II 

12 若 木 山 鏡 昭和32 紙 ・ 着 彩 152.5×208.0 購 入 

品 名 材 質・形 状

肋

足立源一郎
肌

II

田 中 定
一

櫻 井 正

片小田 栄治

中 野 庸 二

大 崎 書 生

雨
水
佐
白
水

の後

郷
原

補郷

穂 高 山

静 日

風 景

い 蔵

(中州 4)

II (中州 5)

II (中州水明館より)

私 の 地 球

C a r r i e

地I (DIRTY COししECTIONよl) )

a r i p p l e

十 橋

昭和2

昭和56

昭和55

昭和63

昭和30

肌

平成2

肌

肌

昭和25頃

寸法(縦×横cm) 受入方法

キャンバス・油彩

紙 ・ 水 彩

胸

板 ・ 油 彩

肋

キャンバス・油彩

合板パネル・油彩

パネル布貼・油彩

紙 ・ 水 彩

61.0 × 80.5

90.0×130.0

111.0×145.6

145.6×111.0

22.0× 27.3

肌

肌

163.0×227.3

227.0×182.0

260.0×162,0

155.0×220.0

87.7×128.5

彫 刻

番号 作 家 名 作 品 名 制作年 材 質・形 状 寸法(高X幅X奥行cⅢ) 受入方法 
1 毛 利 数 式 手 大正8 

ブロンズ II 

17.8X20.5X22.5 購 入 

※ 辻 志 郎 S p a c e time 平成元 100.OX80●OXlOO,0 
欝姦緩吾輩琴 ターヘ保管摸 

芸エ

番号 作 家 名 作 品 名 制作年 材 質・形 状 寸法(cm) 受入方法 
1 香 取 秀 真 鶴 文 鉄 釜 不 詳 鋳 金 径21.2高16.0 購 入 

2 II 銅 製 鰐 口 り 申 径6.0厚2.3 lI 

3 II 銅 製 鼎 卑 Il 径5.2高5.9 II 

番号 作 家 名 作 品 名 制作年 材 質・形 状 寸法(縦X横cm) 受入方法 
1 小 暮 青 風 修 羅 昭和48 紙 墨 138.0× 45.5 寄 附 

2 II 漂 泊 の 思 い 昭和60 II 176.5×720.8 Il 

3 II 閑 人 平成2 II 85.7×116.2 II 

4 鈴 木 方 鶴 一 笑 千 山 青 昭和59 II 136.0×204.0 購 入 

5 申 壷 中 日 月 長 当 II 135.0× 68.0 II 

-4 0一



番号 作 家 名 作 品 名 制作年 材 質・形 状 寸法(縦X横cm) 受入方法 
6 鈴 木 方 鶴 天 真 爛 漫 昭和47 紙 墨 135.0×272.0 寄 附 

7 II 登 楼 萬 里 春 昭和56 
II 

135.0×204.0 
II 

8 II 華 下 一 毒 酒 昭和59 II 
Il 

II 

9 高 橋 蒼 峰 破 戒 昭和55 II 177.5× 90.7 II 

10 Il 鴫 露 昭和57 II 177.5× 97.5 II 

11 香 取 秀 真 高 林 の 歌 昭和21 II 26.4× 34.4 購 入 

12 II 父 母 を 思 う 歌 昭和23 II 24.2×16.5 申 

13 lI 鎌 倉 の 歌 昭和25 II 68.0×15.8 II 

14 II 新年同詠林應制歌 昭和29 II 39.3× 47.8 II 

15 II 林 の 歌 II 
II 117.5× 30.8 II 

16 り 如 月 之 ・・・ 不詳 II 126.0×12.5 II 

17 Il 般若波羅蜜多心経写経 昭和24 折 帖・ 墨 II 

18 II 新 万 葉 集 所 載 不詳 卑 り 

番号 作 家 名 作 品 名 制作年 材 質・形 状 寸法(縦X横c肌) 受入方法 
1 牛 玖 健 治 天 使 E 昭和60 紙・リト グラフ 57.5 × 41.0 購 入 

番号 資 料 名 制作年 材 質・形 状 寸法(縦X横cm) 受入方法 
1 毛利教武宛高村光太郎は が き 大正8 官 製 は が き 14.1× 8.9 寄 附 

2 石 井 林 響 印 譜 

不詳 不詳 

巻 子 

30.0×248.0 25.5×34.2 

II 

3 香 取 秀 真 筆 葉 書 29点 官 製 は が き 購 入 

4 香 取 秀 真 筆 手 紙 4点 紙 墨 lI 

5 香 取 秀 真 筆 短 歌 色 紙 5点 II II 

6 香取秀真・立田三朗合作「つつじの歌」 紙・墨・淡彩 II 

7 香 取 秀 真 遺 品 軸 一 括 2点 
II 紙 墨 Il 

8 香 取 秀 真 宛 葉 書 一 括 64点 官 製 は が き 
中 

千葉県美術品取得基金購入一覧

番号 作 家 名 作 品 名 制作年 材 質・形 状 寸法(cm) 種 別 

1 梅 原 龍三郎 伊 豆 大 仁 風 景 昭和4 キャンバス・油彩 60.0 × 50.0 洋 画 

2 コ ロ ー フォンテンブローの石切場 1835へ40頃 II 24.0 × 34.0 II 

3 ブー ル デル 聖 母 子 1921 ブ ロ ン ズ 250.OX91.OX57.0 彫 刻 

4 南 部 治 夫 時 の 流 れ に (相) 平成元 木 120.OX120.OX90.0 II 

5 零 的 無 蔵 過ぎし 日のアパート II 石 90.OX91.OX60.0 り 

収蔵資料数一覧 (平成3年3月31日現在)

区分 種男i」 
購 入 寄 附 保 管 換 合 計 

日 本 画 100 119 24 243 

洋 画 288 331 36 655 

彫 刻 75 24 10 109 

工 芸 81 41 9 131 

書 25 50 14 89 

版 画 86 49 3 138 

合 計 655 614 96 1,365 
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管 理 運 営

本館では県民のための開かれた明るい美術館をめざし「みる・か

たる・つくる」をモットーとして,総合的,かつ動的な美の広場を

目標として展示・普及活動を行っている。

協議会では,美術館の運営について協議した。

調査研究員会議では,美術館利用のあり方について協議した。

外構整備検討委員会を設置し,外構整備について検討した。

運営方針

●県民のための美術館として,明るく親しまれる美術

館。

●学校教育・社会教育との関連から,教育普及活動を

重視し、楽しく学べる美術館。

●県民と美術家との交流の広場とし,相互の理解と向

上を図る美術館。

●房総の地にかかわりのある美術家の作品と,関係

資料の収集と研究をめざす美術館。

●美の広場として,広く美術資料・情報等を収集し,

みる・かたる・つくる活動を総合的こ展開する美術

食害。

ー42鵜



機 構

組織及び事務分掌(3.3.31現在)

庶務課(6)
課長1,副主査1,主事2,
主任運転手1,主任用務員1

●公文書の接受発送及び保存に関すること

●職員の人事・服務に関すること

●職員の給与・旅費に関すること

●予算の編成・執行に関すること

●物晶の出納,使用料等の徴収に関すること

●その他庶務会計全般に関すること

●施設設備の整備に関すること

●施設設備の管理に関すること

●防犯・防災に関すること

●警備等総合委託業務に関すること

●肛車場,利用者等の管理に関すること

●その他管理全般に関すること

学芸課(6) 課長1,研究員1,学芸員2,主任技師1,技師1

●美術資料の収集に関すること

●美術資料の保管・整備・補修に関すること

●展覧会の企画運′削こ関すること

●美術資料の貸出等に関すること

●美術資料等の調査研究に関すること

●展示備品の整備保管に関すること

普及課(6) 課長1,研究員3,学芸員1,主任技師1

●講演会・実技講座等の企画運営に関するこ

と

●館事業の広報に関すること

●情報資料宅の捧備活用に関すること

●美術情報の収集、提供に関すること

●展示室の団体利用に関すること

●利用者のガイダンスに関すること

●友の会の育成に関すること

千葉県立美術館協議会(10)

千葉県立美術館調査研究員(川

千葉県立 美術館友 の会
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館運営の円滑化を図るため,館長の諮問機

関として置かれ,学校教育,社会教育の関

係者並びに学識経験者の中から10名を県教

育委員会が任命している。

本館において,美術館資料の収集"保管・

展示及び美術普及のために必要な調査研究

に関する協力を得ることを目的として置か

れ,学識経験者の中から10名を館長が委嘱

している。

館の活動に提携し,展覧会・実技講座・美

術鑑賞会の開催"会報の発行などを行って

いる。
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庶務課

庶務課長
副 主 査

主 事

主任運転手

主任用務員

千葉県立美術館協議会委員

高 浦

加 藤

渡 辺

豊 田

篠 原

長 島

一 雄 学芸課

芳 夫 学芸課長 米 田

賢 博 学 芸 員 大久保
研 究 貝 田 坂

栄
一 学 芸 員 前 川

貞美治 主任技師 金 田

和 子 技 師 中 松

浩 昌 普及課

恒 雄 普及課長

則 子 研 究 員

学 芸 員

研 究 員

主任技師

野
木
尾

川
村
川

中
鈴
神
藤
中
相

公
雅
彰

醒
善
吉
正
博
順

司
守
浩
秀
成
久

子
夫
夫
司
史
子

久

氏 名 役 職 氏 名 役 職 

遠 藤 健 郎 画 家 新 城 瑠 璃 千葉ニューノヾ-クホテル代表取締役副社長 
(-i音i2ふ6.30) (2.7.1一) (千葉県立美術館友の会副会長) 

郡 司 幹
雄 (-2.6.30) 

千葉県文イヒ財保護審議会委員 須 藤 周
彦 (2ふ7.1-) 

二千葉県教育研究会造形部会長 

鈴._杢。。馬
三 千葉県立美術負官友の会長 戸 田 禎 佑 東京大学東洋文イヒ音研究所教授 

野(」三。3幕,子 千葉市婦人部ボランティアグループ連絡員 富 山 秀 男 東京国立近代美術食害二大長 

大 高 好 男 
ト2.9.1釣 日本放送協会千葉放送局長 長谷川 昂 千葉県美術会長 

石(聖9獲哲
夫 千葉県経′首者†窃会専務理事 苦 衷 み ど り 千葉大学教養学部教授 

上亘 畑 利 光 千葉県高等学校教育研究会美術工芸部会長 吉
田 (2919-)稔 日本放送協会千葉放送局長 

音脅(2琴宣_季寅雄i前千葉県立千葉東南等学校長 

千葉県立美術館調査研究員

氏 名 役 職 氏 名 役 職 

打 木 紀 夫 千葉市立上の台小学校教頭 大須賀 久 大 成田市立成田中学校教頭 

高 木 正 大栄町立桜田小学校教頭 南 隆 一 横芝町立横芝中学校教諭 

藤 江 雅 文 千葉市立作新小学校教諭 石 戸 久 嗣 千葉市立幕張本郷中学校教諭 

小 森 はるひ 干葉市立さつきが丘西中学校教諭 岡 野 重 義 千葉県立佐倉高等学校教諭 

石 倉 総 子 千葉市立こてはし台中学校教諭 羽 生 智 樹 (元)県立八千代高等学校教諭 

予算概要
(単位:千円)

事 業 名 予 算額 事 業 概 要 

運 営 費 

展示事業費 39,158 特別展2,企画展2,常設収蔵作品展 

普及事業費 3,528 実技講座・講演会の実施等,館報・年報・事業案内等の発行 

調査研究費 562 資料調査,研究員会議等 

維持管理費 143,260 施設管理,設備・機械保守委託,その他運営費 

施 設 

備品購入費 53,000 美術資料,美術図書,展示用備品,視聴覚備品,図書備品等 

設 備 費 

委 託 費 7,648 作品修復,備品修復 

工 事 費 213,287 展示室空調機改修工事,収蔵庫1.2冷凍機改修工事,案内標識改修工事等 

合 計 460,443 (債務返し193,687) 

注) ○職員の人権賞は含まない。 ○別に資料購入のため基金20億円。
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利用状況

入館者数一覧

種 別 月 4 

開 館 日 数 26. 

個 人 団 体 

備 考 

一般成人 11,361 

大・高生 中・小生 
一般成人 大・高生 中・小生 人数合計 

人数 団体数 人数 団体数 人数 団体数 

388 l,364 125 4 54 1 88 2 13,380 

5 6 26 26 12,586 11,752 

496 2,833 198 6 414 2 519 4 17,046 

342 1,852 562 15 26 1 82 1 14,616 

特別展 「石井林轡をめ ぐる画家たち」 

7 8 9 10 11 12 l 2 3 計 

26 27 26 22 25 21 22 24 

11,009 364 l,594 456 13 0 0 29 1 13,452 

9,413 604 l,644 120 4 0 0 0 0 11,781 

15,227 1,087 4,979 966 18 0 0 250 2 22,509 

13,905 668 1,549 596 15 0 0 374 4 17,092 

13,421 1,839 1,708 763 19 95 1 575 10 18,401 

15,601 231 9,111 421 7 0 0 113 3 25,477 

13,266 387 1,919 342 ll 0 0 165 l 16,079 

20,158 949 3,210 241 5 56 l 0 0 24,614 

特別展 「マリ-・ロー ランサン」 

21 292 

28,033 1,959 4,641 233 7 0 0 58 2 34,924 

175,732 9,314 36,404 5,023 124 645 6 2,253 30 229,371 

開館以来 総開館日数4,750口 絵入館者数2,724,430人

地域別入館者数

種 別 当 

開館 日数 

県 内 県 外 
外 国 千 葉 市 そ の 他 東 京 都 そ の 他 

504 

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 

26 26 26 26 27 26 22 25 21 22 24 21 292 

6,749 5,459 668 
0 

7,957 7,244 659 1,168 18 

7,507 6,450 416 223 20 

6,419 5,779 542 695 17 

4,812 5,245 733 940 51 

1l,689 8,767 861 1,171 21 

7,946 7,625 770 712 39 

9,051 8,323 392 613 22 

6,806 18,120 270 268 13 

8,125 7,229 397 318 10 

12,338 10,853 708 677 38 

17,652 14,865 1,345 l,049 13 

107,051 105,959 7,761 8,338 262 
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展示室利用団体
太字は県芸術祭関係

No. 展 覧 会 名 期 間 作 品 種 別 
展示 点数 

1 第27回全日本結合書道大展覧会 4.10-4.15 書 1,250 

2 第14 回 鳳 聾 会 喜 作 展 4.17へ4.22 書 105 

3 第 60 郷 陽 会 展 4.17-4,22 洋 画 190 

4 第 17 回 千 葉 新 協 展 4.24-4.30 洋 画 85 

5 武蔵野美大校友会千葉支部展 4.24へ4.30 洋 画・彫 刻・工 芸 67 

6 第10 回 千 葉 美術 工 芸 展 4,24-5.6 工 芸 79 

7 第16 回 歩 会 彫 刻 展 4.24へ5.6 彫 刻 41 

8 第 21 国 表 美 展 5.2へ5.6 表 装・額 装・屏 風 127 

9 第 8 回 日 中 友 好 書 道 展 5.8へ5.13 書 6,204 

10 第 2 回 目 本 童 謡 の 書 展 5.8へ5.13 書 2,631 

11 第 14 回 墨 の 県 展 5.15へ5.20 水墨 画・洋 画・写 真 359 

12 第35回二科会千葉支部展 5.22へ5.27 洋 画 958 

13 第 16 回 躾 展 5.22へ5.27 洋画・彫刻・工芸・写真 64 

14 

日 本 書 道 ペ ン 字 教 育 会 
5.29へ6.3 宝圭 

700 
創 立 30 周 年 記 念 選 抜 展 

1「 

15 第13 回 千 葉 一
陽 展 5.29へ6.3 洋 画 67 

16 第30回千葉市アマチュア美術展 6.5へ6.10 絵画・書・写真・彫刻・工芸 829 

17 第 5 回 日 本 画 四 季 展 6.5へ6.17 日 本 画 69 

18 第 15 回 関 東 全 展 6.12へ6.17 日 本 画 ・ 洋 画 191 

19 千 葉 幼 児 美 術 展 6.12へ6.17 絵 画 1,350 

20 第12回新棟樹社千葉県支部展 6.19へ6.24 洋 画・彫 刻・工 芸 56 

21 千 葉 紀 展 6.19へ6.24 洋 画 彫 刻 91 
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No. 展 覧 会 名 期 間 作 品 種 別 
展示 点数 

22 干 葉 水 彩 展 6.19へ6.24 水 彩 画 72 

23 第37回千葉県書道協会展 6.28-7.1 
∃重 しI 389 

24 第17 団 子 虹 会 日 本 画 展 6.26へ7.1 日 本 画 32 

25 第34回千葉県小・中学校書写展 6.26-7.1 書 2,700 

26 第18回水彩連盟干葉支部展 7.3へ7.8 水 彩 画 60 

27 第8回明日を拓く教育美術展 7.3-7.8 油彩画・水彩画・工作 2,000 

28 第19回千葉市勤労者文化展 7.3へ7.8 日本画・洋画・書・写真 122 

29 第 13 回 精 鋭 展 7,3-7.8 洋 画 95 

30 第22回干葉市水墨画同好会連合会展 7.10へ7,22 水 墨 画 516 

31 第 15 回 葉 美 会 展 7.24へ7.29 洋 画 写 真 48 

32 第72回習美会初夏大作展 7.24へ7.29 日 本画・水墨画・洋画 169 

33 日本水彩画会第6回干葉県支部展 7.24へ7.29 水 彩 画 65 

34 第24回漱雲会全国書道展 7.24へ7.29 書 605 

35 第10回ちば産経現代洋画展 7.31-8.12 洋 画 259 

36 第10回春秋書院千葉県書道展 8.14-8.19 書 127 

37 千葉県市町村職員共済組合文化展 8.14へ8.19 洋 画・書・写 真 135 

38 第19 回 写 真 千 葉 県 展 8.14-8.26 写 真 242 

39 第 20 回 い て ふ 会 彫 刻 展 8.14へ8.26 彫 刻 57 

40 第11回龍峡書道会千葉県人展 8.21-8.26 書 514 

41 第 7 回 千 葉 中 美 展 8.21へ8.26 日 本 画 ・ 洋 画 39 

42 第18回千葉市教職員美術展 8.28へ9.2 日本画・洋画・彫刻・工芸 138 

-47



No. 展 覧 会 名 期 間 作 品 種 別 
展示 点数 

43 第23回千葉県高校合同写真展 8.28-9.2 写 真 419 

44 第20回新構造千葉支部展 8.28へ9.2 洋 画・彫 刻・写 真 98 

45 第 30 回 白 扇 書 道 会 展 9.4へ9.9 書 4,686 

46 第 13 回 千 葉 等 迦 展 9.11へ9.16 絵 画・版 画・写 真 58 

47 第28回新世紀美術協会千葉支部展 9.11-9.16 洋 画 70 

48 第13 回 千 葉 県 写 真 展 9.1lへ9.24 写 真 120 

49 第 40 回 千 葉 デ ザ イ ン 展 9.18へ9.24 デ ザ イ ン 91 

50 第 22 回 千 葉 現 展 9.18へ9.24 洋 画 彫 刻 110 

51 第6回目本書道学会千葉県連展 9.18へ9.24 書 285 

52 
第33回千葉市小中養護学校 

9.26へ9.30 絵画・彫刻・工作・その他 5,500 
児 童 生 徒 総 合 展 覧 会 

53 千 字 会 書 展 10.2へ10.7 書 85 

54 第37回千葉県勤労者美術展 10.2-10.7 洋 画 ・ 書 ・ 写 真 297 

55 第10回二科会写真部千葉支部展 10.2へ10.7 写 真 145 

56 第22回 フ ァ ン シー洋画展 10.9へ10.14 洋 画 111 

57 第17回文化書道連合会公募展 10.9へ10.14 書 660 

58 ダ ネ ラ・デ コ パ ー
ジ ュ 10.9へ10.14 工 芸 113 

59 第42回千葉県美術展覧会(県展) 10.20へ11.11 日本画・洋画・彫刻・工芸・書 2,306 

60 

千葉県高校芸術祭 「美術・工芸・書道作品展」 
11.14へ11.25 絵 画 ・ 工 芸 ・ 書 1,384 

61 第 35 回 こ ど も 県 展 11.27へ12.9 絵 画 12,000 

62 今 日 の美術 を 考え る 会展 12.11へ工2.19 絵 画 立 体 18 

63 

明 る い 社 会 づ く り 

12、11へ12.16 ボ ス タ 1,193 
ポ ス タ

ー コ ン ク
ー ル 展 
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No. 展 覧 会 名 期 間 作 品 種 別 
展示 点数 

64 第26回登龍社・宮坂会喜作展 1.8-1.13 書 451 

65 ・第18 回 富 士 百 景 写 真 展 1.8-l.13 写 真 145 

66 第18回千葉書壇秀抜・新進展 1.15へ1.20 書 480 

67 千葉市観光絵画と写真コンクール展 1.22-1.27 絵 画 写 真 200 

68 第16 園 子 ど も 造 形 展 1.22へ1.27 洋画・彫刻・工芸・その他 1,200 

69 第 8 回千葉県医師会美術展 1.22へ1.27 絵画・工芸・書・写真 116 

70 第24回千葉県老人クラブ作品展 1.22へ1.27 絵画・彫刻・工芸・書・写真 304 

71 千葉大学教育学部美術科卒業制作展 l.29-2.3 日 本 画・洋 画・彫 刻 42 

72 第25回千葉大学学生書道展 1.29へ2,3 書 104 

73 千葉市小中養護学校児童生徒書写展 1.29へ2.3 書 1,434 

74 群 鴎 善 人 展 2.5へ2.11 書 60 

75 第 6 回 書 星 選 抜 展 2.5へ2.11 書 270 

76 第43回千葉県小中高校書初展 2.5へ2.1l 書 894 

77 第 14 回 唱 和 会 書 展 2.13-2.17 書 53 

78 幕張北高校書道卒業制作展 2.13へ2.17 書 71 

79 第16 回 千 葉 県 民 写 真 展 2.13へ2.24 写 真 328 

80 和 洋 女 子 大 学 書 道 展 2.19へ2.24 書 66 

81 第 22 回 千 葉 市 民 美 術 展 2.26へ3.17 
日本画・洋画・彫刻・デザイン・ 工芸・書・写真 

1,191 

82 第 38 回 書 星 教 育 部 展 3.19へ3.24 書 1,184 

83 第20回千葉県大学美術連盟展 3.19へ3.24 洋画・彫刻・工芸・その他 8l 
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施 設

この建物は,幾つかの建設イ戻補地の中から,千葉港

に隣接した臨海埋立地の一角に計画された。計画着手

当時はこの付近は訪れる人も少なく,海を通して石油

幕地のタンク群や工場と煙を吐き出す煙突が望める環

境であった。

このような当初の環境下で,空気汚染,降下煤塵そ

して塩害など,建物に与える悪影響が予測されるため

に,材料の選択,儲法,空調計画等は十分な検討がな

された。以下,主な部分について記す。

外壁の打込みタイルー先積プリッグ構法

従来の外壁をコンクリートで表現している建物とは

異なり,火石器質タイルを型枠代にしてコンクリートと

一体に打ち込む構法を用いた。

使用したタイルは従来の断面と異なり,コの字型の

断面をしており,型枠にセットせずモルタルにて積上

げられるように見込み寸法を5cmの厚みにしてある。

施工方法は,内型枠,配筋工程の次のタイルを積み5

段毎に型枠のホームタイを適し, 2.400mm程度まで積

み上げ単管にて固定する。この2.400mmの高さは,設

計段階での試作実験にて安全を確認した数値である。

試作段階での支保」二は,縦方「帥こ角材を400ピッチに通

し,横方向に単管を480ピッチに適し固定したが,施二十

時は,縦方向に単管を480ピッチに通して出走した。コ

ンクリートの打設は, 1.5m-2.Om/hの速度を目標に

行い,ポンプにて打設可能な程度までスランプを下げ

た。この工程を繰返しタイル壁面を構成していった。

タイル面の施工時の汚れ防止には,ふのりを手金布し

た。タイルの目地は積み」二げろ工程でイ士上げられ,表

面に表れれない目地の空隙にコンクリートのノロが湊

み込んでゆき,目地からの1参透水を防げ満足する状態に

仕上った。

屋根の天然スレート

前述のような環境のもとで,勾配屋根に適し,十分

にもちこたえられる材料としては耐候性鋼等が考えら

れたが,調査の結果により天然スレートを使用した。

空調計画

計画当初より,良好とはいえない外部環境から美術

品をいかに保護するかが,海浜に建つ美術館として,

ひとつの重要なテーマだった。外気取入れは,国都に

自動巻取りフィルター,中性能フィルター,脱臭フィ

ルター,の3種類の空気清浄フィルターを組込んだ外

気処理器を通して供給されている。

展示棟はCAV (走風量型)十VAV (可変風量型)

方式により計画されている。ねが国の美術館は,平常

の飾丁メ河口用者に対して特別展や団体展等のときに非常

に利用者がふえて,発熱負荷の変動が大きくなる。 V

AV方式は,こういった条件に対して非常に効果的で

あるといえる。

管理棟は,エネルギーの省力化にも役立つVAV方

式を採用し,収蔵庫は,露点再熱制御方式により二つ

の条件の異なる収蔵庫を2台の空調機で空調されてい

る。

照明計画

展示壁面は,自然光源と人工光源とにより全体計画

されている。

自然光源は展示室の高窓から取り入れられ,外部の

薄型ガラスと内部の紫外線吸収のアクリル拡散板を経

て壁面に達する。しかし,太陽直射光の鉛直面照度は

8時から15時の間で10%の時間が80.0001Ⅹ以上,30%

の時間が50.000lx以上, 50%の時間が25.000 1Ⅹ (平均)

以上, 90%の時間が5.0001Ⅹ 以上という測定値があr)

また水平面照度にしても50.000lx(薄暗)から5.0001Ⅹ

(寒天)の範囲と非常に明るい。このように必要以上

に明るい光源は,調光通路内に設けられた2枚の電動

スクリーン(これは,計算値により鉛直両照度60.0001Ⅹ

以上の条件のとき必要な枚数で,それぞれ異なった透

過率を有する布を使用した)にて基準の壁面照度にな

るよう調光される。

計算値による透過率をもつクロスでの何回かの現場

実験の結果,クロスは白地のポリエステル(透過率

53.6%)と黒地のジョーゼット(透過率35%)の2枚

を採用した。ここで常意すべき点は,クロスの遮光性

能を良くするために,厚地の布や,コーティングされ

た布を使用すると壁面に色がつくことがある。壁面の

照度分布の状態は,視覚的に均一な壁面が確保できた。

曇天・雨天に対しては,蛍光灯と白熱灯を補助照明

として設置した。蛍光灯と1白熱灯を併用したのは,演

色性を高めるためである。

第l, 2展示室は,すべて蛍光灯と白熱灯による人

工光源で計画されている。壁面照度は,最高2001Ⅹ に

押えてある。

固定ケースは基準照度を1801Ⅹ に設定した。照明方

法は,全面アルミルーバーの天井ふところに蛍光灯を

2本並列させ,その間に白熱灯2個を配置した。

く設計及び工事監理者〉

大高建設設計事務所

く施工者〉

建築:㈱竹中工務店

設備:空調二東洋熱工業㈱

衛生二第一一管工事㈱

電気二関東電気丁事㈱

備品:天童木工,山し」木工,佐々木ブラインド
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く都市計画地域指定〉

用途地域:準工業地戴

く規模・面積〉

敷地面積 33,057.87m2

建築面積 8,777.94m2

延床面積10,663.57m2

展示棟 6,343.02面

管理棟 2,818.89m2

県民アトリェ棟1,501.66m2

駐車台数 97台

く工期及び建設経費〉

(1)第1期工事(展示棟) 5,194.59m2 (建築面積

5, 102.35m2)

○工期 昭和47年9月20ロー昭和49年3月31日

工事費 775,967千円

本体工事 425,230十円

電気設備工事 79,663千円

空調設備工事166,493千円

給排水衛生設備工事 28,995干門

外溝工事 67,705千円

ガス工事 7,881千円

(2)第2期工事(管理棟) 2,274.60m2 (建築面積

l,089.50m2)

○工期 昭和50年3月1ロー昭和51年2月20日

工事費 453,800十円

本体工事 307,500千円

電気設備工事 30,000千円

空調設備工事 79,000丁十円

給排水衛生設備」二事19,514千門

外構工卓17,786千円

(3)第3期工事(県民アトリェ) l,501.66m2 (建築面

積l,449.34m2)

○工期 昭和54年3月22日一昭和55年2月29日

工事評 370,000千円

本体工事 265,300千円

電気設備工事 35,000千円

空調設備工事 56,200千円

給排水衛生設備工事13,500千円

○工期 昭和55年12月25ロー昭和56年3月24日

工事費 8,000千円

外構工事 8,000千円

(4)第4期工事(第8展示室1,148.43m叫又蔵席544.29

m2) l,692.72面

(建築面積1 ,136.75m2)

○工期 昭和62年7月11「I一昭和63年8月31日

工事費 747,500千円

本体工事 476,000千円

電気設備工事 81,000千円

空調設備工事171,000干ロコ

給排水衛生設備工事19,500千円

総」二事費 2,355.267千円

工期別面積一覧 (単位: m2)

区分 地階 1 階 2 階 塔屋 合 計 

第1期 322.80 4,753.03 61.00 57.76 5,194.59 

第2期 ー 
1,185.10 1,089.50 

ー 
2,274.60 

第3期 ー 
1,403.15 98.51 

ー 
1,501.66 

第4期 15.46 1,132.97 544.29 
ー 

1,692,72 

合 計 338.26 8,474.25 1,793.30 57.76 10,663.57 

く概要〉

建物

【階数】

地下1階,地上2階,塔屋1階建

【高さ】

基礎底: Gし-500m

高さ: GL+15.20m

【構造】

主体構造:鉄筋コンクリート造

屋根:鉄骨造

主鋼材: S S41及び高張力鋼

コンクリートの種類

A種"普通コンクリート(基礎・地中梁・ 1

階スラブ) Fc =210kg/cmz

B種・軽量コンクリート(梁・スラブ用・地

上部) Fc二300kg/cm2

C種・軽量コンクリ-ト(地上部躯体でAB以

外の梁・壁など) F c =240kg/cmz

【外部仕上げ】

外壁:畑器質タイル,一部コンクリート打放し

屋根:勾配屋根二アスファルトルーフインシート,天

然スレート3枚茸

陸屋根二アスファルト防水,押えコンクリ」ト,

豆砂利打込み

開口部:オーダーメイド自然発色サッシュ,一部型鍋

グラファイト処理サッシュ

【内部仕上げ】

展示室:I未二ビニールホモジニアスタイル

床=自然石(北木島御影)円盤摺および本磨(第

7室)置敷きタイルカーペット(第8室)

壁二石綿珪酸カルシウム,板下地クロス張り,

塗装仕上げ

壁二コンクリート砕り仕上げ(第7窒)

天井=岩綿吸音板,塗装仕上げ

天井高二3.240へ13.500mm

事務室:床二ビニールホモジ二アスタイル

壁二プラスター塗装仕上げ

天井二岩綿吸音板塗装仕上げ

天井高二3.400mm

収蔵庸二床二フローi)ングブロック
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壁・天井=米杉(第1・2室)桐(第3・4室)

天井高二3.400mm

講堂二床二置敷カーペット

壁=マコレ練付け

天井=クロス張り

第1 ・第2アトリエ:

床二ビニールアスベストタイル

壁=コンクリート打塗装仕上げ
天井=軟質石綿板

研修室:床=ビニールアスベストタイル

壁=クロス張り

天井二岩綿吸音板

和 室:床二玄品石水磨き,タタミ,檜家中板

壁二京じゅら〈塗

天井=杉柾ベニヤ目透シ,竿縁天井

設備

【電気設備】

受電方式:交流 3相3線式6,000V 50Hz

電話交換方式二64回線テジタル交換機方式

【空調設備】

展示棟二CAV(走風量型)十VAV(可変風量型)方式

展示棟
玄

ク

倉

管理棟二VAV方式

保管庫=露点再熱制御方式

県民アトリエ棟二各室ハンドi)ング方式

熱源:空気熱源スクリュー熱回収ヒートポンプ方式

【衛生設備】

給水:ポンプ圧送方式,引込み管径75mm

排水:汚水・雑排水合流方式系統(管径300),雨水系

統(管径300)別,公設本管へ放流

【防災設備】

排煙方式:自然排煙,機械排煙(第1, 2, 7展示室)

消化方式:屋外:屋内消火栓,不燃性ガス消火設備(ハ

ロゲン1301)

自家発電:ティーセリレ機関直結交流発電機,定格出力

100KVA

火災報知設備: P型1級日動火災報知設備

【その他の設備】

防犯設備: I TVカメラ設備,防犯警報装置

昇降機設備:荷物用エレべ-ター

規模:容量3,000kg,カゴ内法二3,000mmx3,000

mmx3,000mm,速度30m/min

管理棟

関 ホ ー ル 102.40m2 身障者周便 所 7.92m2 (1階)

ク 91.80mさ コ ント ロール室 20.16m2

庫 A 2.70m2

B II

第 1 展 示 室 437.76m2

II 2 II 400. 32m8

II 3 II 469. 08m2

II 4 II 403. 20m2

II 5 II 824. 19m8

II 6 II 330. 58m8

II 7 II 566. 56m2

I1 8 II 864.61m2

フ ィ ル タ 一室 28.92m8

工 作 室 3l.00m8

発 電 機 室 25.00m2

電 気 室 123.20m2

ポ ン プ 室 76.80m2

機 械 室 305.20m2

機 械 室 (新) 283.82m2

高 架 水 槽 室 11.46m2

E. Ⅴ 機 械 室 27.28m2

E. V 廻 り 54.56m雷

食 堂 119・52m2 ダクトスぺ-ス 35.68m2

厨 房 36.00m3 廊 下 等 123.48m2

従 業 員 控 室 17.28m雷

食 堂 ホ ー ル 49.20m3

ミュージアムショップ 12.00m2

ロ ビ ー
335.52m2

第l 休 憩 室 23.04m2

II 2 II II

II 3 II II

便 所 A 30.24m雷

// B 23. 76m8

合 計(① 6,343.02m重
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第 2 会 議 室

更 衣 室

医 務 室

便 書 庫

警 備 員 室

第 1 会 議 室

倉 庫

湯 沸 室

便 所

宿 直 室

物 置

用 務 員 室

22.62m8

14.83m2

2l.18m2

22.02m2

43.59m2

20. 15m2

7.19m3

5.19m2

24.54m2

34.20m2

9.92m3

31.83m2

審査室・資料準
備 室・荷 解 室 520.68m2

消 毒 室 31.79m8

資 料 倉 庫 124.25m2

荷解梱包保管室 52.67m2

荷 扱 入 室 21.94m2

機 械 室 51.74m3

廊 下 等 123.52m乙

小 計 1,183.85m2



(2階)

館 長 室 33.27m8

副 館 長 室 23.42m2

第l 応 接 室 14.67m2

〃

庶

会

2 ′′

14.55m2

務

芸

芸

課 室 112.34m倉

議 室 43.84m。

課 室 195.32m2

相 談 室 23.91m8

研 究 工 作 室 216.49m合

写真スタジオ 54.30m2

器 材 室 6.74m2

暗 室 12.19m2

第l 収 蔵 室184.40m2

II 2
′′

42.81m2

〃

室前

3

V

〃

E

内 容

①-⑧展,J、宅

⑨食斗(44I机

⑩玄関ポーIレ

⑪トイレ

男子用6カ所

女子用6カ所

身体樟宮部」

2カ所

⑫ホール

⑱講堂(200人)

⑭情報食材王

水一金I2:30-16:30

⑮研修室(40人)

544.29m2

16.39m2

⑮-⑲実技圭

⑲空 揚

⑳ 搬出入口

⑳機械掌

⑳ェレべ葛タ_

⑳館長室

⑳副館長室

⑳庶務課

⑳会議室

⑳学芸課・普及課

⑳研究書工作室

⑳収蔵時

⑳ ミューージアム

/ ∋ / -7

圏

便 所 21.50m2

湯 沸 室 A 3.24m2

1I B 6. 87m2

廊 下 等 60.94mう

ダクト スぺ-ス
そ の 他

小 計

合 計(①

*展示室総面積

春収蔵庫総面積

県民アトリエ

1 F 機 械 室

講 堂 倉 庫

3.56m8

l,635.04m2

2,818.89m重

ホール側便所 29.97m2

情 報 資料 室172.77m3

情報資料室倉庫 4.70m2

事 務 室 22.76m2

研 修 室 74.70m2

研 修 室 倉 庫 4.23m2

第1アトリェ155.70m2
I1 2

4,296.30m2 II 3

II

184.3lm2

II

95. 47m2

771・50m2 アトリェ側便所 20.77m2

荷 解 室 25.65m2

場

窯
窯

25. 92m2

8.64m2

講 堂 259.24m2

コントロール室 30.33m2
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「司

場 27.17m盆

倉 庫
6.66m8

ホールその他 352.67m2

合 計 ③ 1,501.66m重

総 合 計 iO,663.57m章

(①十②十③)

1 階

丁\葛○○」/ 
†「 

人口 

① 1⑱「 

.⑫I i‾- 

⑭ 

⑮・
葵劇 

衰内右板(逆鞘摘川内7ヵ所



関係法令等

1.博物館管理規則

昭和45年12月25口数育委員会規則第22号

(目的)

第1条 この規則は,教育機関設置条例(昭和32年千

葉県条例第4号)第20条に規定する博物館(以下「館」

という。)の管理に関し必要な事項を定めるものとす

る。

(開館時間)

第2条 館の開館時間は,午前9時から午後4時30分

までとする。

2.館の長(以下「館長」という。)は.必要があると

認めるときは,前項の規定にかかおらず,開館時問

を変更することができる。

(休館日)

第3条 館の休館「1は,次のとおりとする。
-臆- 定期休館日 月曜日(その日が国民の祝し=こ関

する法律(昭和23年法律第178号)第2条に規定す

る日に当たるときは,その翌日)

二 国民の祝日に関する法律に規定する休日

三 年始休館日 1月1日から1月4日まで

四 年末休館日 12月26日から12月31日まで

五 臨時休館日 特別の事情により,館長が休館を

必要と認めた日

2.前項の休館日であっても,館長が特に必要と認め

た場合は,館の全部又は一部を開館することがある。

(入館の制限)

第4条 館長は,次の各号の一一に該当する者に対して

入館を禁じ,又は退館を命ずることができる。
一 特別展覧会を観覧しようとする者で,所定の観

覧券を所持しないもの
二 適当な指導者,保護者又は付添人のない6歳に

満たない者

三 でい酔者,伝染病患者その他観覧者に不快の感

を与えると認められる者

(観覧券等)

第5条 館の特別展覧会観覧券は,別記第1号様式と

する。

2.団体(20人以上の場合をいう。)で観覧しようとす

るときは,あらかじめ団体観覧申込書(別記第2号

様式)により,館長に申し込まなければならない。

(禁止行為)

第6条 入館者は言欠に掲げる行為をしてはならない。
一 展示品に手をふれること及び展示室でインク,

墨汁類を使用すること。

二 許可なく して展示品を模写し,又は撮影するこ

と。

三 所定の場所以外の場所において喫煙又は飲食す

ること。

四 その他,他の入館者の妨げになるような行為を

すること。

(損害の賠償)

第7条 館長は,入館者が館の展示品,建物若しくは

備品等をき損し,又は汚損したときは,現品又は相当

の代価をもって弁償させることがある。

(委任)

第8条 この規則の施行に関し必要な事項は,教育長

の承認を得て,館長が定める。

附則

この規則は,昭和46年1月15日から施行する。

別記様式(省略)

2.使用料及び手数料条例(抜粋)

昭和31年3月31日条例第6号

(趣旨)

第1条 県が徴収する使用料及び手数料(以下「使用

料等」という。)に関しては,別に規定するもののほ

か,この条例の定めるところによる。

(使用料等の徴収)

第2条 県が所有し,又は管理する行政財産及び公の

施設(以下「財産等」という。)の使用並びに特定の

個人のためにする事務(以下「事務」という。)に関

し,法令及び他の条例に規定するもののほか,当該

財産等を使用しようとする者かち使用料を,当該事

務を依頼しようとする者から手数料を徴収するもの

とする。

(種類及び額)

第3条 前条の規定により使用料等を徴収する財産等

及び事務の種類並びにその使用料等の額は,別表第

一に掲げるとおりとする。

(中略)

(徴収の特例)

第8条の2 県民の日を定める条例(昭和59年千葉県

条例第3号)に規走する県民の日その他規則で定め

る場合において,県の設置した公の施設で,規則で

定めるものに係る使用料については,第2条及び第

3条の規定にかかおらず,これを徴収しない。

別表第一(抜粋)

財産又は 事務の種類 
手数料 区 分 単 位二 額 

博 物 館 入館料 特 別 1人1回 510 円 
展 覧 会 に つ き 以内 

(以下省略)

3.使用料及び手数料規則(抜粋)

昭和31年千葉県規則第29号

(徴収の特例)

第7条の2 条例第8条の2の規程による規則で定め

るものは,別表第六のとお‖)とする。

別表第六(抜粋)

行 事 等 施 設 

県民の日(6月15日)。 

博物館 65歳以上の者,身体障害者(介護者を含 
む。)又は精神薄弱者が使用する場合。 
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平成3年度主要事業

企画展

常設収蔵作品展

4月2日(灼一3月31日(灼

本館が所蔵する日本画,洋画,彫刻,工芸,書,版

画の中から, 3期に耕すて各テーマ等に基づき展覧す

るほか・新たに収蔵された作品を紹介します。(準備等

のため開催されない期間や,開催期間中の展示替有り)

房総の美術家シリーズ密り 安藤信哉展

7月27日は)-9月8日(日)

房総の美術家シリーズは,房総に生まれ,あるいは

定住して・近代日本美術界において活躍し,美術振興

のために貢献した美術家の再発見と顕彰をめざしてい
ます。

今年度は・夷隅郡大原町に生まれ,日展や日本水彩

画会展などで活躍し・美術教育にも力を注いだ洋画家

の安藤信哉(1897へ1983)に焦点をあて,回顧します。

第5団塊代日本具象彫刻展

2月1白色)-2月23日(日)

平成元年度第4回展に引き続き, 「21世紀への飛躍」

を主題として・彫刻作品を全国公募し,入賞・入選作

晶を展覧するとともに・現代彫刻の動画の一端を紹介
します。

第15回千葉県移動美術館

旭市民会館

10月30日㈱へ11月12日(灼

鴨川市民ギャラリー

11月15自嘲へ11月25日(日)

優れた美術作品を・よl)多くの県民の方々に鑑賞し

ていただくため,日本画言羊画,彫刻,工芸,書,版

画の各分野から館収蔵作品を中心に県内2会場で開催
します。

特別展

英国水彩画展

6月15日伽へ7月21日(日)

水彩画の待つみずみずしさに魅せられる日本人は多

く・特に英国水彩画は,明治以降の我が国の水彩画の

発展に少なからず寄与しています。

英国水彩画は・カズンズ父子,ガーティン,ターナ

ー等に培耕し・ 19世紀中頃に黄金期を迎えました。ま

た・水彩画の透明感と輝きは,印象派の誕生にも大き

な影響を与えたと言おれています。

本展では・英国水彩画の有名なコレクターであるヒ

ツクマン・ベイコンのコレクションとフイゾソウィ

リアム美術館所蔵の中からターナーをはじめ18へ19

世紀の代表的な英国水彩画家の作品を紹介します。

近代陶芸のモダニズム

10月5自任)-11月10日(日)

昭和2年帝展第4部(美術工芸)の設置は,陶芸の

近代化を促進する大きな契機となり,また同年,関東

の周辺の陶芸家によって組織された「束陶会」は,従

来の西日本,特に京都を中心とした陶芸界に対し,新

風を吹き込むとともに優れた陶芸家たちを輩出し,後

の陶芸界の発展の一翼を担いました。

千葉県においては・横山朝陽,宮之原謙,土肥刀泉,

山本正午ちがこれに参加し,本県陶芸界の基礎を築く

とともに近代陶芸の発展に大きな足跡を残しました。

本展では・戦前の「束陶会」の陶芸家を中心に紹介

するほか・明治時代にその活動の基礎を築いた陶芸家

や「束陶会」と同時代に活躍した陶芸家の作品をも併

せて展示し,陶芸の近代化を再確認します。
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利用案内

開 館 時 間

開館時同 午前9時から午後4時30分まで

休 館 日 ・月曜日(ただし,月曜が祝日のときは開

館し,翌日休館)

・年末年始(12月26IJへ1月4日)

・展ホ替え等のため,必要かあるとき。

観 覧料 ・無料(ただし,特別展は有料)

団体観覧 ・団体で来館されるとき,あらかじめ御連

絡いただければ館の概要や事業等のガイ

ダンスをいたします。

案 内 図

交 通

★J R総武線千葉駅下車

●徒渉23分。

●バス⑯番(千葉そごう前)のI=よから

「千葉ポートタワー」行にて15分,

「県立美術館前」下車,徒歩l分。

★J R京葉線千葉みなと駅下車,徒渉8分。

-
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